
薬事・食品衛生審議会薬事分科会

平成21年度 第2回血液事業部会 議事次第|(案)

日時:平成22年3月¬1日(木)13:00～15:00

場所:航空会館 201会 議室

7
平成22年度の献血の推進|=関する計画(案)について      ｀

平成22年度の献血の受入れに関する計画(案)の認可について

平成22年度の血液製剤の安定供給に関する計画(需給計画)(案)について

採血基準の見直しについて :

その他の報告事項

平成22年度の献血の推進に関する計画(案)について  ,

平成22年度の献血の受入れに関する計画(案)の認可について

平成22年庫の血液製剤の安定供給に関する計画(需給計画)(寒)につ

いて                   ' ｀

血漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会(仮称)運営要綱(案)

採血基準の見直しについて

血液製剤に関する報告事項

新型インフルェンザによる血液の安全性べの影響について
英国滞在歴に関する献血制限の見直しの実施状税にもぃて

NATコントロールサ=ベイにつし`て     ,

車液製剤に対する感桑性因子低減化(不活化)技術にっいて    |
フィプリノゲン製剤等に関する報告について
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平成 22年 度の献血の推進に関する計画 (案)に ついて

・諮問書 ・・・・・..・ ..:・ ・。・.....1・ ・・・・・1

・平成 22年 度の献血の推進に関する計画 (案)・ ・・・・,・ ,・ ・

・ 「平成 22年 度の献血の推進に関する計画 ・

(事務:局案)』:に対する意見募集結果について

薬事 。食品衛生審議会会長

望 月 正 隆  殿

厚生労働省発薬食0310第34号

平 成 22年 3月 1 0日

厚生労働大臣  長  妻

書

1 0

真鶏薇鼻亀震層9魔農菫椎看写冒蓬倉顧富嘉看:阜ユな重:TI彗「奮T:翼
第

'3項
にぉぃそ準用する同法第 9条 第4項 の規定に基づき:貴 会の意見を求め

ます。     .
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平成 22 年度の献血の推進に

する計画(案). |、

平成  年 月

厚生労働省告示第

日
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平成 22年 度の献血の推進に関する計画 (案)

前文

。 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和31年 法律第16

0号 )第10条 第 1項の規定に基づき定める平成22年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成2

0年 厚生労働省告示第320号 )に 基づくものである。        |

第 1節  平 成22年 度に献血により確保すべき山液の目標量

・
ず塩凸

.:写
ち]η講観鍋紺岬53し鎧鰯茫:::;`|

ルであり、それぞれ0.02万 リットル、52万 リットル、26万 リットィレ、16万 リ

,・ ill[]::::3i:;ii勒 :蓄を苧Trtと ,こ ヂ亀∴ξ嚢五:Ъ:

リットル及び血小板採血33万 リットル)の計202万 リットルの血液を献血により確

保する必要がある。

第 2節  前 節の目‐樗量を確保するために必要な措軍に関する事項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏また、平成22年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施                 |    ,
。 国 は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、 採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得られた血液を原料としたユ液製剤の安定供給を確保し、そ

の国内自給を推進するとともに、広く国民に対し、治療に必要な血液製剤の確保が相

互扶助と博愛精神による自発的な献血によって支えられていることや、血液製剤の適

IE使用が求められ、いること等を含め、献血や血液製剤について甲民に正確な情報を

伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行う。

・ 都 道府県及び市町村は、国、
i採

血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民

の献血への参加を促進するため、対象となる年齢層や地域の実情に応じた啓発及び献

1血推進組織の育成等を行うことにより、献血への関心を高めることが必要である。

・ 採 血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に

配慮するとともに、継続して献血に協力できる環境の整備を行うことが重要である。

こめため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力して効果的なキャンペーンを実施.

すること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解と献血全の協力を呼びかける

ことが求められる。                         ヽ
。 国、都道府県、̀市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、血液製剤がこ

れを必要とする患者への医療に欠くことあできない有限で貴車なものであることを

含め、献血や血液製剤にういての普及啓発を実施し、又はこれに協ヵするとともに、

少子高齢化の進行による血液製剤を必要とする患者の増カロや献血可能人口の減少、変

異型タロイツフェル ト:ヤコブ病の発生に伴う献血制限等の献血をめぐる環境の変化、

血液製斉1の利用実態等についてIE確な情報を伝え、献血者等の意見を踏まえつつ、こ

れらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必要である。また、血液製

■llの安全性の確保あた01取 組め一
界として、感棄症の

林奪蕉目的|レ た献血
1行 わ

ないよう、献血における本人確認や間診の徹底はもキより、平素から様々な広響手段

を用いて、国民に周知徹底する必要がある。       |

。 国、都道府県:十町村及び採典事業者は、平成22年 1月27日 に実施された英国

滞在歴による献血制限の見直し及び平成0●年●月●日に施行される採血基準の改

正について、国民に対して広報を十分行い、献血への協力を求める必要がわる。
。 これらを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたつて安

定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業 ・団体、複数回

献血者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を

実施し、以下の取組を行う。            i

<若年層を対象とした対策>                 =

 ヽ国 、都導府県、市町村及び採ュ事業者は、献ュ推準活動を行うボラィティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層Iの献血や血

液製剤に簡する理解の促進及び献血体験の促進に組織申ヤ1取り組む̀     :
。 若年層へのF~g発にはミ若年層向けの雑誌、放送媒体、インタ■ネット等を含む

様々な広報手段を用いて、献血についでの広告に国が作成した献血推進キャラク
j ターを活用する等、効果的な取組が必要である:
・ 子が幼少期にぁる親子に対し、血液の大切さや助け合いの心にういて、親子向

けめ雑誌等の広報手段や血液センター等を活用して啓発を行ぅとともIF■親から

子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることから、地域の特性に応

じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合う機会を設ける6
: 自 は、高校生を対象とした献血キ血準製剤にっいて解説した教材や中学生を対

象とした血液人の理解を促すポスタしを作成し、都道府県、市町村及び採血事業

者と協力して、これらの教材等を活用しながら、献血やユ液製剤に関する理解を

1深めるためあ善笈き発を行う:                      '
・ 都遺府県及び市町村は、

.地
域の実情に応じて、若年層あiUt血への関心を高める

-5-
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ため:学校等において、ボラジティア活動推進の観本を踏まえつつ献血や血液製

剤についその情報提供を行うとともに、献血推進活動を行うボランティア組織と

の有機的な連携を確保する。
・ 採 血事業者は、その人材や施設を活用し、若年層

へ献血の意義や血液製剤につ

いて分かりやチく説明する 「献血出前講卒Jや 血液セィタ■等での体験学習を積

極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たつては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村及び献血推進活動を行うボランティア

組織等の協力を得る。

・ 採 血事業者は 国ヽ及び都道府県の協力を得て、学生献血ボランティアとの更なる

連携を図り、大学年における献血の推進を促すととも||、将来(医療従事者になろ

うとする者に対して、多くの国民の献血によって医療ギ支えられている事実や血液

製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行う。

<50～ 60歳 代を対象とした対策>       ‐

。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献
`血

者の率が低い傾向にある50～ 60歳 代の層に対し、ユ液製剤の利用実態や献血

可能年齢等につ0 て`正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓楽を行い、献血者

の増加を図る。           ´

く企業等における献血の推進対策>             ‐

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

や団体を募り、その社会貢献活動の
一つとして、企業等にゃける献血の推進を促

す:また、血液センタニ等における献血推進活動の展開に際し、地域の実情に即

した方法1企業等との違携強化を歯
:り

、企業等における献血の推進を図るたおの

呼びかけを行う。                           1

<複数回献血者対策‐>    :
。 国 及び採血彗業者|ま、都道府県反び市町村の協力を

/43そ
t複数回献ユ者の協力が

十分に得られるより、平素から血液ャンタニに登録され●献血者に対し、機動的か

ら効率的に呼びかけを行う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて

いる複数回献ユ者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。

く献血推進キャンペ‐ン等の実施>                    |

` 国 は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等のリスクを嬌減させる等

の利点がある4oo‐ ミリリッ トル全血採血及び成分採血の推進蒸び普及めため、

都道府県及び採血事業者とともに、7月に 「愛の血液助け合い運動」を、1月及

び 2月 に 「はたちの献血」キャンペニンを実施するほか、血液の供給状況に応 じ

て献血推進キャンペー
ン活動を緊急的に寒施する。また、様々な広報千段を用い

て献血や血練製剤に関する理解と献血^の 協力を呼びかけると,ともに、献血場所

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。

・ 都 道府県、市町村及び採血事業者は、これらの献血推進活動を実施することゃ重`

要である。                     |

② 献 血運動推進全国大会の開催等

。 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

|た五液製剤の国内白給を推進し、広く国民に献血■血液製剤に関する理解と献血

への協力を求めるため、7月 |ご献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、自及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、

模範となる実績を示した団体文は個人に対し表彰を行う。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催      ｀            .

。 国は、都道府県t市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、

患者団体等あ代表者の参カロを得て、効果的な献血推進めための方策や献血を推進

する上での課題等につし`て協議を行うため、献真推準運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 ユ推進協議会の活用・様府県
蹴
献
輻 ず磯島亀最毘軍援 、魯1曇撃験1製響

機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推進協議会を設置し、定押的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置する■と

が望ましい。

・ 都 道府県及び市崎村は:献血推進協議会を活用し、採血事業煮及び血液事業に

関わる民間組織等と連携して、都道府県献ユ推進計画の策定のほか、献血ゃ血液

製剤に関する教育及び啓発を検討するととヽ に、民間の献血推進組織の育成等を

行うことが望ましい。

⑤ そのIL関係者による取組    :                    |・
乞蘇    ぶ ぃず爆:鮎ぶこ源蘊騒l
にするよう配慮する等、進んで献血しやすぃ環境作りを推進することが望まし、:ヽ

献血者が安心して献血できる環境の整備

。 採 血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧

な処遇をするこ́とに特に留意し、献血者の要望を把握するとともに、き血後の休憩ス

ペァスを十分に確保する等、献血受入体制あ改善に努ゅる。また、献血者の個人情響

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行う。

=6-
-7-



・ 採 血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメニジ作りや移動採血車の

外観の見直し等、なお■層のイメージアップを図り、献血者の増カロを図る。
・ 国及び都道府県は、採血事業者によるこれら,黎 組を支援することが重要である。

第3節  そ の他献血の推進に関する重要事項 ‐

1 献 血の推進に際し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サ
ービスの充実

・ 採血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結果を通知する。また、

低比重により献血ができなかった献血申込者に対して栄養士による健康相談を実

施し、献血者の増加を図る。    _
。 国 は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

| :  ・資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間ドック(職 域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、1周知又は必要な指導を行う。
・ 都道府県及び市町村は、これらの,組に協力する。        :

② 献車者の利便性の向上   .
。 採血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、立地条件等を考
:慮した採血所の設置、地域の実情に応じた移動採血章による計画的採血等、献血者

の利便性及び安全で安心な献典に配慮した献血受入体制の整備及び充実を図る。
・ 都 道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する

ことが車要である。

③ 血 液製剤の安全性を向■するための
村策の推進_            .

。 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者と連携
‐し、献ユ者に対する健奉管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者

‐ の 本人確認の徹底等の検査目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討
。 国は、献血者の健康保護を第下に考慮しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直しを行う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保

・ 採血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
・ 国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

2 血 液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応        ‐

国、都道府県及び採血事業者はヽ赤血球製済1等の在序水準を常時把握し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早魯に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。
~

3 災 害時等における献血の確保等            ~    .   ‐

。 国 、都造府県及が市け村は、失害時等において献血か確保きれるよう、採血事業

者と連携して必要とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見答つた広義的な献血あ確保を行,とともに、製造販売業者等の関係者と連棒レ、

献五により
/reら

れた血液が円藉に現場に供給されるょぅ措置を講ずることが必要で

勇星≧,量1買番[言雷詈「熱蒼幕貫援悪:島馨[こ食tl奪露電ξ:iサ鷲隻詈警
とにより、災害時における献血の受入れに協力する。

4 献 血推進施策の進曹状況等に蘭する確認と詳価   ‐

。 国、都道府県及む市嗜村は1線血推進のための元策の短期的又ね長‐期的な易集及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認し(そ |の評価を次年度

の献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応レご献ュ推進のたoの

施策を見直すことが必要である。   ノ     ー   ‐
・ 由は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用し、然血の推進及び受入れに関
.し

関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行うボランアイア程織と認

識を共有し、必要な措置を講ずる。      ■    1       1

・ 採 血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、1献血の推進に活

用する: ‐               ‐

…8-
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「平成22年 度の献車の推進に開する計画

意見募集結果について     |

(事務局案)」に対する

平成22年 3月

厚生労働省医薬食品局

血 液  対  策  課

｀
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平成22年 度の献典の受入に関する計画 (案)の 認可について

1諮 問書 :P,。 1・ ・・`° i・ ,‐ ・.t......● ・・・1

じ平成22年 度の献血の受入に関する計画 (案)・・・・・・・・・・2

r)

厚生労働省発薬食9310第35量

平 成 22年 3月 1 0日

薬事 :食品衛生審議会会長

望 月 正 隆  殿

厚生労働大臣 長 妻

平成 22年 度の献血の受入れに関する計画を認可することについて、安全な

血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 160号 )第 1

1条第3項 の規定に基づき、貴会の意見を求めます。

書

【参考資料】
:平 成2¬年度献血受入計画 (平成2■ 年度4■ 12月 ).・

における取組み状況と平成 22年 度献血受入計画

の策定につぃて

・
 1 1

- 1 -



血 企 第 7

平成 2 2年 3

4号

月 8日

平成22年 度献血受入計画について

平成22年 度燃血受入計画については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関す
る法律」第11条 及び同法律施行規則第4条に則り:各都道府県と協議し、当該年度に

献血により受け入れる血液の日標量、その目標量を確保するために必要な措置に関する

事項及びその他献血の受入れに関する重妻事項について、以下のとおり許画します。1

1.平 成 22年度に献血により受け入れる血液の目標量

平成22年 度に献血により受け入れる血液の目標量については、各都道府県におけ
る過去1年の輸血用血液製剤の需要動向と原料血漿の必要量から安定供給を確保す
るために、全血献血で約13?万 リットル、血漿成分献血で約30万 リットル、血小

板成分Ⅲ血で約33万 リットルの合計約202万 リットルを確保することとします。
なお、都道府県別目標量については、別紙1のとおりです。

日本亦十字社では、これらの目標量を確保するために、国、地方公共団体等との連
携の下に献血受入れに取り組みます。

2.前項の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

(1)献 血受入の基本方針          :      1   ■
‐
  _

①平感 22年 事に献血により受け入れる血液の目標量を確保するための各都道府
:県 献血馨入施設の稼動数及び目標量につぃては、月り紙 2の とおりとし、医療機関
の需要に応じた播ュに努め、90mt友 び成分献血を積極的に受天れます。

②献血者の安全性と利便性に配薫し、立地条件等を考慮した採血所の設置、移動採

血車による計画的採血等、効率的な採血を行うための設備及び体制ち整備 。充実

を継続的'こ実施レます。また、:採ュ所tこおける休憩スペニスの十分な権保や地義
の特性に合わせたイメージ作り及び移動採血車の外観を見直す等、三層のイメー

・ ジ アツプを図ります。

③献血者が安心して献血できるように、献血の受入れに当たっては献血者を丁寧に
処遇し、不快の念を与えぅことの|いよう、職員の教育訓1練の充実強化によψ献
血者9処遇向上を図るとともに、献血者の意見・要望を把握し、献血受入体制の
改善に努めます。また、献血者の個人情報保護や献血者健康載害救済制度にっし`

ても適正な運用に努めます。

厚生労働大臣  長  妻   昭  様

日本赤十字社

理 事  西 本

平成22年 度献血受入計画にういて

標調にっいては、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律i
律第160号 )第 11条第1項の輝定に基づき提出いたします。

(昭和 31年 法

-2- -3-
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④献血者の健康管理に資するため、引き続き希望者に対し生イヒ学検査成績を、400mL、

成分献血者には生化学検査成績に加えて血球計数検査成績をぉ知らせします。

また、低比重により献血にご協力いただけなかつた献血申込者に対し、健康相談

等を実施し、献血者の増カロを図ります。

(2)献 血者の確保対策

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたつて

安定的に供給される体制を維持するため幼少期も含めた若年層t企業や団体、複数

回献血者に対して普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募

集を実施する|とともに健康な高年齢層の献血受入れについても積極的IF推進しま

す。                        ・

なお、各都道府県血液センターにおける主な取り組みは、別紙3のとおりです。

①若年層を対象とした対策

(ア)若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様夕な広報手段を用

いた効果的な広報施策を図ります。

レ )者年層人の献血の意義や血液製剤に関する理解の促進のため、都道府県、市

.   町 村及び献血推進活動を行つている献血ボフンティア組織等の協力を得な

がら、学校↑出尚いて若年層への献血の意義や血液製剤について分かりやす

く説明する勉強会や、1血液センター等でめ体験学習を積極的に行い、正しい
: 知

識の普及啓発と協力の確保を図ります。
.(ウ

)学生献血ボランティアとの更なる連携を図り、大学等における献血推進を促

します。さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対して、多くの国民の

献血によつて医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性へ‐

1   の 理解を深めてもらうための取組を行うてまいります。

②献血者の年齢層に応じた献血推進対策            _

(ア)20歳 代後半～30歳代の女性を対象とした対策

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由

により献血者が減少しているものと考えられることから、これらの方々に

献血に戻つてきてもらうための取組みとして、地域の特性に応じて献血

|   ル ームに託児体制を整備する等の受入体制を整え、親子が献血にふれあう

機会を設けるよう努めます。

(イ)50歳 ～60歳代を対象とした対策

年齢人由に占める献血者の割合が低い傾向にあるこの年代に対して、「血

液の使われ方」や 『献血可能年齢」:等について正確な情報を伝え:相互扶助

の観点がらの啓発を行い(献血者あ増加薮 るよう勇あます:

(ウ)60歳 以上を対象とした対策

60歳 を超えた年代の献血者数が急激に減少している状況については、定

年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減うてしまうこと

や健康上の問題等が要因として考えられることから、定年退職後も引き続き

積極的に献血に協力していただけるよう、情報伝達の方法を工夫するなど献

血者の増加を図るよう努めます:

③企業等における献血の推進対策

献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情に即した方法で連携を図りなが

ら、企業等における社会貢献活動の
一つとして献血の推進を図ります。

④複数回献血協力者の確保

複数回献血協力者となってもらうため、複数回献血クラプの充実等、重点的な

啓発、施策を行うよう努めます。

また、複数回献血クラブ会員の中でも、特にメールを利用した会員の増加に取

組むとともに、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう努めます。

⑤献血推進キャンペーン等の実施
｀
将来の献血基盤となる10代 ・20代の若年層献血の推進は、血液事業にとって

喫緊の課題であり、広く国民への献血の普及啓発を図るため、戦略的なキャ1ン

|ベ ーン等の広報を展開しますぎ

【平成 22年度に予定されている主なキャンペ■ン】

(ア)愛 の血液助け合い運動 (7月)     |

(ィ)は たちの献血キャンペーン (1～2月)

(ウ)LOVE in ACtionプ ロジ■ク ト (通年)

(手)V｀のちと献血俳句コンテス ト (7月～12月 )

(オ)全 国学生クリスマス献血キャンペーン (12月) ´ :

⑥初回献血者への対応

初めて献血をする方の献血に対する不安等を払拭するため、学校献血会場にお

いて、採血後の献血者をケアする者の配置や献血の手順や献血後の過ごし方等の

ビデオ映像を視聴していただき、採血副作用の防止に努めます。
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別紙 1

3.そ の他献血の受入れに関する重要事項

(1)血 液製剤の安全性向上のための対策

国及び都道府県と連携し健康な献血者の確保に努めます。

今後も献血者本人確認を徹底するとともに、検査目的献血の防上のための「安全で

責任のある献血」の普及に努めます。さらに、間診業務の充実強化に努め、安全な

献血の受入れを図ります。                |

(2)ま れな血液型の血液確保

まれな血液型の献血者には、医療機関からの突発的な要請に対応できるよう、本

人の意向を踏まえて予め登録を依頼し、必要時に献血を依頼します。      :

(3)血 液製剤の在庫管理と不足時の対応

赤血球製剤等の在庫予測に基づき、献血者確保対策を講じて安定供給に努めます。

また、国及び都道府県にも在庫情報を提供し、方―の在庫不足時には対応手順に基

づき、関係機関と連携した献血者確保方策を実施します。

(4)災 害時等における危機管理                :      ・

災害時における広域的な需給調聾等め手順に基づき、国、_都道府県及び市町村と

連携して需要に見合つた献血確保及び円滑な血液供給に努めます。

(5)献 血受入計画の分析と評価            ｀

献血の受入状況について、国t都道府県及び市町村ヽ情報を提供します。また、

その分析と評価を行い、次年度の献血受人計画の各種施策η検討に資する二ととし

ます。

平成22年 度に献血により受け入れる血液の目標量(日本赤十字社)

東京都に併せて計上している。
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平成22年度に献ILにより受入れる血液の目標量を確保するための各採血所毎の目標豊及び稼働数

”
∞
■

注2稼 働難 は、血液センター・献血ルームでは間設日敬を、移動F41
注3血 液センター稼働螢―静岡県¨・(146)は、毎遭月曜・水曜・ユ:
注4献 血ルーム(出張所)稔慟数―滋賀県¨・(175)は、毎週火 全・

１
０
‥

平成22年 度献血受入施設数及び献血受入施設整備予定等

平成22年度の献血受入施設整備予定について

献血ルーム 移動採血車 虚分採血装優
新設予定数 ホ廃止予定費 新設予 定数 末廃止予定型 増 滅数 重新数

※平成22年4月1日現在の献血受入施設(血液センター)について¨・〈 )数は、実際に受け入れを行つている血液センター数。残りの32施 設については、血液センターの
立地条件等の理由により、献血ルーム、移動採血車、オープン献血により必要な献血者を確保している。

※更新とは、増滅なく新たな採血車、成分採血装置に入れ替えること`
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.定供給を実現・維持するためあ対応策の検討を行い、各血液センタ~へ の指示・

監視・指導を実施しています。

(2)各 血液センタ‐の取組み               .

各血液センターにおいては、「需給計画委員会」(原則毎週開催)を設置し、採血・      ・

製造。供給の予測に基づく在庫シミュレーションによる赤血球製剤・血漿製剤 `血

小板製剤め需給計画の検証を行い、基本となる献血受入計画に調整を加え、翌月・

翌々月の中期的需給計画を策定しています。

1 ま た、基幹センターは、上記の血液センターとしての対応に加え、管内血液セン

ターの需給状況 (採血・製造・供給状況等)の把握、需給計画の検証及び指導を行

うとともに必要に応じて血液の需給調整を行つています。

(3)在 庫量の情報管翠と危機管理対応

① 血 液事業本部は、休日を除く毎日、午前6時現在の全国各血液センターの赤血      ―

球製剤の在庫を把握 01紙 2)し 、注意報水準●警報水準に陥らないよう常に全

国の需給状況を確認するとともに、赤血球製剤の在庫状況を厚生労働省へ報告し

ています。

11また、各■液セジタ|か らlま各都道府県及び各都道府県支部,同様に情報提供

し、います。    |             :   |     .

:②
 注 意義永素ある|、は彗報水準に陥らた血液センタニについては、|「危機管理水

準の情報報告書」により危機管理水準の現況、それに至るまでに講した方策等を、1

基幹セ:ンタ■を通じて血液事業本部今提出させ、それを受けて血液事業本部は

「危機管理水準の対応指示書i:により具体的な対策等を指示しています: |

平成21年度については、注意報水準が7回発生していますが,全て一過性のも

のF、需給調整等?早急な対応により翠日!|は回避しております(警誓本準発生  :

はなし)。             1      .

③ さ らに、需給予測によぅて血液不足が見込まれる血液センタこ
については、今

後の採血計画の見直しや増班体制などの具体的な対策を講じるよう指示してい     .

ます。

④ ま た、平成17年4月に本社及び各血液センターに献血推進本部を設置し、万 ・
二、安定供給の確保が懸念される場合には、国丞び都道府県と連携して迅速に効

果的な対応がとれる体制を整結しています。

(4)冬 季「春季献血者確保対策                         :   :

平成21年10月(平成22年1月に基幹センタ‐献血推進 。供給担当課長会議を    ,

開催し、赤血球製剤の在庫が全国的に逼迫する冬季及び春季の在庫予測シミュレ

ーシヨン等に基づき(進捗状況確認及び対策の検討を行いました。

また、各基幹センターにおいても管内の血稼センターを招集し、そこに血液事

業本部からも職員を派遣して冬季・春季献血者確保対策の検討を行いました。

4 平 成21年度献血受入計画の進捗状況 ｀

平成21年度献血受入計画として、核となる対策と取組みを血液事業本部から各血液 .

ヤンターヘ指示し、各血液センタ‐では都道府県との連携のもとに受本計画を策定・     ｀

実施しています。なお、その対策と各血液センタニにおける主な取組みの実施状況は

次のとおりです。

(1)若 年層を対象とした対策

: 小中高生を対象とした血液センター等の見学受入れの推進 (体験学習を通して

献血に触れ合う機会を創出し、献血への理解を求める)            .

<平成20年度実績>                        i

実施回数636回 参加人数28,200人

<平成21年度上半期実績>               ‐

実施回数338回 参 加人数16,p60人    ,
。 10代後半から3Q代前半の若年層を対象に献血今の撃解促進を図るためにユ液

センタ=施 設などを利用し、血液事業の紹介等のセミナ
ーを開催

く平メ20年度実績>          ′
:  実 施回数363国 参 加人数37,438人                      ヽ

く平成21年度上半期実績>           ‐

実施回数197回 参 加人数9,616人

(2)企 業 ・団体における献工の推進対策

・ 新 規協力企業及び団体の開拓

・献血ルームや移動献血会場への協力企業の開拓

` ロゴマークの活用 (ロゴマーク取得促進のための専用ウエプサイトの運営、ス

テジカー配蒲など)

<平 成20年度実績>       :                   ‐

ロゴマーク配希数■069件 協 賛企業 ・団体数4,340件

(ロゴマニク配布数の平成19年2月からの累計は38,399件を超えた)

-12- ‐13-



<平成21年度上半期実績> |

ロギマーク配布数1,232回 協賛企業・団体数1,652件

(3)複 数回献血者確保対策
・ 「複数回献血クラブ」会員の募集を増強
`「

修数回献血クラブ」会員へ
?献 血体頼及び理解保準のための情報提供を実螂

<平 成21年度上半期実績>

複数回献血クラブ会員数227,503人 (平成18年度末より156,703人増)

く献血実本数に占める複数回献血者の割合>

(平成20年4月 1日～平成21年1月31日実績 :3013%(前 年同比0.8%上昇))

(4)目標量を確保するための全般的な対策
.

(献ュ肇入体制への取組み)
献血者が安心して献血できるように、職員の教育訓1練の充実強化を図るため、全

1国研修会を開催

(広報活動への取組み)                  ´
1 ・ 7月 「愛の血液"け合ぃ運動」

。 7～ 12月 「策4回 いのちと俳句コンテス ト」
。 10月 ～3月 「LOVE li Actionプロジェクト」
。 12月 「クリスマスキャンペ‐ン」

1 1～7月「はたちの献血」, ‐
・ 3～ 4月 「春の献血キャンペニシ」

を全国で展開しました。この他、血液センタニが独自に、「ティーンズドナー

キャンペーン」、「彩の国献血フォ■ラムJ、地元プロ野球テ‐ムや Jり ■グプ

ロサッカーチ=ム の協力のキャンペーン等を実施

, ポスタ=、テレビoラジオcM素材、新門折込、キャンペーン専用サイト等イ
ンターネットを活用した広報を実施  '

・ AED講 習会と併せた献血実施

(血液センタマにおける献血者確保への取組み)        |
・ 複 数回献エクラブ会員等へ献血を依頼し、需要に見合つた採血を実施
・ 需 要に応した400mL献血を推進

, 需給予測に■づく、受付時間撃長や献血バ不派遣を増やす等の措置を実施
。 新 規■血協力団体の開拓を行うとともに、既存協力団体の献血実施回数の増加

を依頼

。 事 業所で幹部職員を対象に事前に説明会を開催し、社員に対する献血協力の呼

びかけに協力いただいた

。 企 業と地元自治会との献血の共同開催
。 大 型ショッピングセンターにおける定期的な献血の実施
・ イ ンターネットや新聞紙上における協力団体のお礼紹介

5 平 成22年度献血受入計画の策定

(1)当 該年度に献血により受け入れる血液の目標量

各血液センタ‐における平成 20年度供給数の実績と平成 21年度上半期の供給

数を中心に、過去3年の供給動向 (別紙3)か ら傾向を分析し、当該年度め供給数:

を見込み、都道府県との協議のうえ、献血の目標量を算定しました。

(2)前 号の日標量を確保するために必要な措置|1関する事項 :
・ 献 血受人体制の策定

各血液センターにおしヽて悴、献血の目標量を確保すoた めt献車糧,1にも配慮し'

ながらt過 去の献血実績に基づき、施設別 (献五ルームt献 血′`ス、出張採五)の

月別ヽ週別t日 別の献血受人体制を策定しています。   .     、

これらをもって、都道府県と献血受入計画等を協議し、基礎となる年間の献血バ
スの配車計画等を定めています。                |  :

・ 献 血者の確保対策        ‐    ‐             .

血液事業本部では、献血者の確保に関する基本的対策にらぃて:国の基本方針及

び献血推進計画に呼応した献血者確保対策を基本とし、各ユ液センター、指示しそ
います。

       l  i                 :.
血液ャンターでは、血液事業本部の指示による献血者確保対策を基本としながら

も、それぞれの地域事情を反映した 「都道府県献血推進計画」と連携した献血者確

保の取組みを計画しています。
二年を通して安定供給を維持するためには、地道な日々 め取組みの積み重ねによ、

る献血者の確保にょるところが本きいと言えます。また、不足が予ulllれる場合に

は早めの対応が重要です,各血液ャンターで実施されている各鷲取組みは、これま

で過去に行うてきた取組みの中でも効果的なものが継続的に実施されています。|

平成21年度の赤血球製荊の在庫推移は、別紙4のとおりで丸

平成22年度の各血液センタこにおける献血者の確保対策については、別紙5の

とおり血液事業本部が示した基本となる確保対策要目に、各血液センター自らが数

値目標を設定し、具体的取組みの進捗状況を評価することとしてぃますぎ

なおt血液事業本部においては:各地の情報を収集し、全国会議等において各FL

-14- -15-
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の取組み事例を紹介する機会を設け、またt各地の取組みを月間情報として配布す

る等、献血者確保のための情報共有を図つています。

(1)そ の他献血の受入れに関する重要事項          |    ―

血液事業本部では、国の基本方針及び献血推進計画に基づき、日本赤十字社とし

て、これら方針及び計画に沿つた献血の受入れに関する重要事項について、計画し

ています。

(別紙1-1)

各都道府県別血液確保量等T覧 (平成21年4～12月)

‐16- -17ニ
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(別紙1-2)

平成21年4～ 12月各都道府県511献血者数一覧

N Q 都道府県4
1小板瓢」 血漿献血 合計 合計

県

県

県

30650

県

県

葉  県

富 丼  県

L 型  凛

鬱 知  県

三 重  県

鼈政 山 凛

鍼 取  啜

“
一

ぶ

“ 糧  凛

□ 山  凛

■ 口  颯

廣 島  県

豊 n t  県

鬱 機  県

質 知  県

４‐
一

“

1:90

雪 崎  嘔

餃 l F 島 県

-1 8-

平成20年度各都道府県別血液確保量等一覧



(別紙1-4) 暢J紙2-1)
血液製剤の在庫状況(血液センター別)

平成20年度各都道府県別献血者数二覧

艤 都道府県名
●漿漱血 4●Om暉 血 合計

‐20… …21ニ
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Ｉ

全国あ赤血球の在庫状況(平成2埴曜翌三

※全血製剤の供給は少量のたり、グラ7上に表示|れずせん,

(別紙2-2)

(男1湘氏3)
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‥
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準農朧 在産の推移後菌桑詢
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平成22年度献血により受入れる血液の自標量を確保するために必要と墨われる具体的措置

(男り紙4)

男1紙 5

‥
に
０
１

―~平
成19年度

~平
成20年度

― 平成21年度
………適螂   (61,165a)
~注 意報水準(70"

①若年層献血者確保対策

::lh: =導体藤 準1011キ:暮 ■
一

一
″
¨

1 新規献血事業所の開拓・確保 献血実施していない琴業所や献血会場周辺企栗 現在 、事 業所 が減 少している状況で よあるが

自題 10～ 15汁

2 待機型企業:団体の確保
規模縮小の為、献血協力で なくなうた企業・団体。駐車スペース、
他の状況で献¨ い事業所.年一回実施事業所への要舗。 動員協力団体 100社

3 事業所・団体等の研修会実施 献血の重要性と400mL・成分献血の啓発、強化 置内各センター 100社

4 裁分献血協力団体・企業の啓発 待機型企業・団体および少人数の企業・団体 現状 30社   目 標 40社

:嚇 義|■11幕■轟鞣礫自名〉奮 常:||1ヽ:1111,1華峯||:||111::|11
1 ガヽキ・電話要請の強化 詢回採血から期間が開いている献血者

100mL・IL小板成分献血者 応話看数t興協力看叡り3,OUv
生じ,ト

2 慶数回献血クラプの運営 複数回献血者会員^メ■ルによる啓蒙 年度会員 3,000名

3 獣血処遇品の変更
:血者の■―対こ合わ●た処遇。「年口で2回の品物
:1彗 新たに1,500名以上の複数回献血者を確保

4 歓血フォ_ラ ムの実施 複数回献血者会員への啓蒙 参加動員 250名

来て献血」カー晦 布



平成22年度献血こより受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策 青森県赤十字血液センター

Ｉ
Ｎ
０
１

Ｍ
一

纂体1対栄(毒1名, 1蔵′'I年度1標凛條ヌ
1

まがき。メールによる献Il嗽頼 18～29歳の400mL献 血可能者 軟血者数17,000人以上

セミナー開催 租入
・
バ 字 エ 6回開催 参加100人以上

3
成人式会場においてチラシを配布し、新
規及び若年層の確保

析成人 会場においてチラシの配布1,500枚

4
学校献血において学生ポランティアの呼
び力ヽす      :

大学生 1,300人以上の献血者確保

賛

一饉
一

:対|:■象11

1
メーノИこよる献血要請 複数回献血クラフ会員 厖諸数(実協力者)1.100人以上

ま力摯 による献血依頼 前回採血から一定期間未献血者 応諸数(実協力者)3,000人以上

チラシによる複数回クラブ会員募集 ルーム ・パスにきた万 会員総数4.600人以上

雌
“

1平成22年度日標(数値)

1
ノヽ戸献血ルームのフルオープン 成分献血者 900人以上の成分献血者増員(50日 ×16人 )

半 目の 厩 分 駆 皿 有 確 保 厩ヽ 分 駆 皿 ア
ー

の実施)
成分献血者 平日の成分献血者を1ルーム、1人/日以上を確

保しt3ルームで1,000人アップを自標

平成22年度献血により受入れる血液の自標量を確保するために必要と思われる具体的措置

‥
Ｎ
ヨ
ー

一撻 :奪師 櫛 構'11専: 轟:難摯褒躊■卜111■11:::'■ 1職:工ま21年職自標“蝉義
1 メールによる献血要謂 瞑数回献皿クフフ資員 応諾者数(実協力者数)500人 以上

まが言による駆皿恢根 前回:前々 回の採血場所で協力いただ llb講者 鍛 く芙 協 刀 百 叙 ノ4,υ υυ入 以 上

3 封書による献血依頼 全血 ・成分献血登録者 応諾者数(実協力者数)2、b00人 以上

4
メー ノИこよる情 報 働d偏 凛数回献摯クラフ含員 複数回献血クラブ会員1,700人 以上



平成22年度献血にょり受入れる血液の自標量を確堡するために必要と昼われる具体的措零

①若年層献血者確保対策     ■

‥
Ｎ
∞
―

一Ｌ

1
メールによる献血要謂 複数回献血クラブ会員 駅血応諾率10%以 上

まがきによる献血要請 前回採血から一定期間未献ユ者 嘔諾者数(実協力者数)7,000人以上

封書による複数国会員登録体頼 然血笞零対ネ戸
会員登録者数 8,000人 以上

献血会場での複数回献血クラ7会 早
登録強化          ｀

全献血者 会員登録者数 8,000人以上

子n4bO員 伏的対策(0～ 0以 外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様5

一ｍ 平成'2年=1導(饗慎'
1

床日の街頭献血を増やす 宮城県全体の献血者 颯車割合33.5%

2
床日に実施可能な事業FJrの開Th 晨内各企業 3事業所

3
まがきによる会員登録の案内 颯 著

―
総会員登録者数 8,000人 以上

4
メールによる成分献血予約の案内 複数回献血クラブ会員 成分献血予約  1,200人 以上

平成'2年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

一雌 II::111'1111:対11:象|: 1平成22年=自標(数値,|

状血講話 高校や大学 校

′ヽガキによる献血依頼 }象に400献 Illl成分献皿の灰級 2万枚

キャンペァンの実施 16才から29才を対象のキャンペー
ン 6回

Ｉ
Ｎ
０
１

肛 晉鷲11=讐■ll華::票■11■
献血ルームの午前甲の献皿者の確保 キャンペーンを実施 午前中15人の確保



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

席
一
1 出前講座の実施 4 ・ヽ中・高・大・各学校生 12回

高校献血の実施 県内の高校生 50校

施設見学 小学生・高校生 各1回(宮城センタニ見学)

東北ブロッタ学生キャンペーン実施 若年層一般 3回

血

‥‐
ω
Ｏ
■

晦
一

草嬌“1対策て1首著丼 1年,置″年度1標て薮0
1 献血ポイント制の実施 400・成分献血者 複数回達成者300/●

2 複数回献血啓発チラシの作成 400・成分献IE者 対象献血者全員配布

的対 の 式を追加)

一臨
一

::纂体諄ヽ未(環草ゆ|:軍: 1平成12年度1棒〈華槙'1
1 行政窓 口担当者の研修 市町村担当者 全管内実施

2 歩外活動の強化 献血実施団体及び返隣事業所 全献血実施場所

3 街頭.住民献血への葉書依頼 400献 血対象者 18000通/年

4 街頭・住民献血へのメール依頼 400献 血対象者 18000通 /年

平成22年度献血により受入れる典液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

ｌ
ω
一
‥

①若年層献血者確保対策

梅
一

凛ⅢⅢ蒙幅車ゆ:
1

青少年献血ハtれあい事業開催 小、中、高校生 年3回以上実施100人 以上

2
苦年者献血セミナー開催 高校、大学、専門字検笠 5回開催参加者300以 上

3
学生ボランテイアと連携したイベント献興C
実施(サマー献血、クリスマス献血等)

高校 大ヾ学、専門学校生 3月・12月 に実施11稼 働50人 以上

4
大学献血への増票 大学生 毎月1回の配車、1稼働50入 以上

血

一エ

1
メープИこよる協 力姜請 複数回献血クラフ会員 は諾数1090人以上

ハガキ ・電話による要 謂 打回400m蹴 車経験者 応諾数1000人 以上

会員募集用リーフレットの作成 400mL献 血者と成分献血者 60000枚 配布予定



④その他の具体的対策(①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加)

‥
ω
Ｎ
Ｉ

一憔
一

1成を'年臓1様(数値,
1 登録成分要請ダイレクトMの 発送 成分献血未経験者で可能者 固定施設で500人 確保する

2
複数回成分献血者の確保(成分献血キキ
ンペ=ン等の実施)

新規を含む成分献血者 固定施設で年間5oO人 を定期化を依頼する

3 嘱料血漿確保のための成分献血確保 55歳以上の成分献血経験者 固定施設で200以 上とする

ル=ム の献血者確 保 (ルーム限足イベント
笙:r奎怖  ヽ : ~

訴規を含む献血者 1日平均●0名 を確保

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

一
α 11111■:'1111■ヽ象
1 セミナ=等 の開催 高校・短大・大学生 3回～5回実施

若年層キャンペーンの実施 高校・短大。大学生 2回～3回実施 参加者500名 献血者150名

夏休み親子教室の実施 小学生 3回～5回実施

ｌ
ω
ω
‥ 丼:

三平成22年度H標`熱停)

1 メーノ‖こよる献血要請 複数回献典クラプの登録者 は諾者数 5:000名

八ガキによる献血依頼 軟血可能者 応諾率 20%

企業及び団体の年間実施回数の増加 年1回■2回実施の事業所及び団体 5～ 10ヶ 所

記入。以下必 式を追

N Q :壬葺:: ::1111:■1■■蒙: 百識'′1革車標̀類は,
1 次回の予約推進 各献血ルニムの献血者 予約者 1,000名 を確保する。

電話及びハガキによる献血依頼の実施 成分献血者 本諾者数 1:500名 を確保する。



平成22年度献hに より受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

‥
ω
●
―

①若年層献車者確保対策

平成22年度献血にょり受ハれる五液あ目標皇を確保す0ために必要と思われる具体的措置

六 十 九 日 熱 品 夕 轟 農 轟 婆                        :群 馬 県 _

‥
ω
ｕ
ｌ

雌̈
一

,1■ 平成??年庫申粽(鞭 )

1 メールによる献血要請 複数回献典クラブ全員 応諾者数(実協力者数)500人

はがきによる献血依頼 前回献血から二定期間木献血者 応諾者数(実協力者数)500人

記入。
■■■::

1 バガキ・メー崩こよる献血依頼 400m!献 血可能者 上記③複数回献血者確保対策に含む。

2 400ml献 血推進キャンペーン 400ml献 血可能者 全血400mi献 血比率76.0%

3 高等学校献血における400ml推 進 400mi献 血可能者 嵩等学校献n時 の400ml献 血ネ今年度比o%増

一■
¨

7==二 I緑零像| :1葬蔵'2年章:自:標̀肇傾,
―                「

1
新規献血団体の確保 献 皿 不 要 地 ぶ い い ll■云 物 周

回献血



”
ω
Ｏ
‥

｀
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: |   _ ■
| ´

‐   ・               |                ｀

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

④その他の具体的対策(①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加)

‥
ω
】
‥

①若年層献血者確保対策

一驚
一
1 歓血出前講座 小学生、中学生t高校生、その他学生 参加者3ρ00人

2 視子ふれあい献血キャンペーン 幼児、児童と父親、母親 子供達の参加400人

3 ffintt-zt^ 若年層 参力o者500人

4 入学おめでとう献血啓発力‐ド 新高校1年生 高校1年生67,000人

5 卒業献血キャンペーン 高校3年生 参加者500人

6 クリスマス献血キャンペーン 昔年層 3会場で500名の献血協力

7
県・市町村・血液センター3者による高校
訪問

駅血未実施高校 高校生献血14,OoO人

卜駄1:: ■|1難的攀輌事' キ=: |■|11111対11豪II 1華茂,,準産首襟て装植,

1 メーノИこよる献血要請 複数回献血クラフ会員 会員数30,000人

2 バガキによる献血依頼
軟血要請依頼可能者 :

(前回採血から一定期間未献血者)
応諾者20,000人 以上

3 県・市町村・血液センター3者の企業訪問 年1回実施の企業および団体 10団体

ｍ
一

●1 ■商",年蓋自標て嶽億'|

1
牛00mL献 血者増加のための推進用資材
つ作成

400mL献 血可能者に配布
①400mL献 血の基準を満たしている方の98%以 上か
ら400mL献 血をいただく。
②400mL献 血比率を80%とする。

2

葉書等にて60歳～64歳の間に献血未実

な 鍮凛 理ザ依誓咲 60歳から64歳の間に協力がない方 1000名の400mL献 血者増



平成2'年度献血により受入れる血液の日標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

ｌ
ω
∞
―

一藤 |:聯対策k環1名,デ|:|: :1対i二::泰1

… 開催

下甲亜を対象とした献血啓発イベント等開不平理要証保護者を含む) 年1回開催

血 進 対

血
:: |ヽ1豪 ―

1
戸 ルによる献血要請 複数回献血クラフ貧員

はがきによる献血依頼 訂面蔽面万葛=定期間未献血者 000人

莉 ■よる情報配信 複数回献血クラブ会員 年6回以上

献血者 新規会員数  2 , 0 0 0人
新規複数回献血クラブ会員募集

他の具体的対策(①～③以外の独自の対不型 人。以卜始安l

華成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

ｌ
ω
Ｏ
Ｉ



④その他め具体的対策(①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加)

:職:

1 成分献血予約推進 成分献血者

裁分献血の35%以 上を予約で確保する。(約65,000
人)
裁分献血予約のうちメール予約で45%、約30,000人
建保を目機姓する

―
ヽ
Ｏ
ｌ

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

‥
ヽ
ニ
ー

①若年層献血者確保対策

Nol
一
■
一

Ｉ |キ1:|::111平鸞22T算草標(華悼'1

1 17才からの400mL献 血キャンペーン 県内高等学校の17才以上の男子生徒を中
心に高校献血を実施する。

1ノイからの400mL献 皿の実厖について国云不翻 1`4・リバ

雲型言蕊鰍躯噴蟄崇昔拳事】
ンバ丁ィを実施

することで、

2

中:高生の献血協力率の向上を図るためt血
波センターの事業や業務について職場体験
募オス

県を通じ、県下の中学校及び高等学校に募
集を呼びか実施する。

原lllとして、中高生が参加しやすい夏休み期間に1日10組で

平日に10回実施する

3

当センターでは」り=グ 横浜Fマリノスの又援を
いただき、ホームタウンの横浜市内で行われ

る献血会場に赤十字と球団の■ンブレムを配
した天幕を設置し、球団旗で装飾をしたり、献
血協力者には選手のサイン色紙や各種グッ
ズを記念品として提供いただく等、球団と共
日1 7pp薔勧多堂協十ふ

県民はもとより、横浜F・マリのフアンやサポー

ターめ中でも特に若年層を対象とする。 賃蒻則 翠黒議矯馴腿扉予 釜3葉
り、若年献血者の確保をはかる。

4

横浜駅東口献血ルームr・lま、」リーグ横浜F
マリノスに支援をいただき、ルニム内に選手の

サイン入りE■ニホ■ムを展示したりヽルームの

入口やルーム内をマスコツトキャラクターのス

テッカー等で装飾することにより、フアンやサ
ポータニの献血への協力を募る。

同上

勝男躙 嘉蓄
師しヽ若

「
層の'不―タ

」リーグ横浜F・マリンスの公式戦やファン感謝
デー等に移動採血車を配車し、球団エンブレ
ムを配した天幕を球団旗等装飾するほか、マ

リノスのマスコッ時 ヤラクターとけんけうちや
んによる広報応援を行い、フアンやサポ=

ターの献血への協力を募る。

同 上

野燿〔ぶ緻 臨熙 開襲顧♂
謝アず

当センターでは」りニグ川崎フロンターレに支

援をいただきてホームタウンの川崎市内で行

宏錦 蜘 翻 震 嵐 説

匡鰈獣蜜炉薄撃話藁晟膠鼻討
ただく青`球甲

県民はもとより、川崎フロンターレのファンやサ

ポ■ターの中でも特に若年層を対象とする。 架躍窮舞親醜 禁肇酬誕b」β
り、若年献血者の確保をはかぅ。

baba
四角形



‥
一
Ｎ
Ｉ

かわさき献血ルニムでは、」リーグ川崎フロン
ターレに支援をいただき、ルーム内に選手の
サイン入リユニホニムを展示したり、ル=ムの
入口やルーム内をマスコットキャラクターのス
テッカー等で装飾することにより、ファンやサ
ポ■タニの献血への協力を募る。

同上

川崎フロンターレのチニムカラーで装飾し、若年層のサポー

ターやフアンの献血者の確保をはかる。

」り=グ 川崎フロンターレの公式戦やファン感
謝デニ等に移動採血車を配車し、球団エン
ブレムを配味 夫幕を球団旗等で装飾する!琴
か、フロンターレのマスコットキャラクターとけ
んけうちゃんによる広報応援を行い、ラァンや
サポーターの献血への協力を募る。

同 上

川崎フロンターレのホームでの試合開催や、ファン感謝デー等
のイベント開催時に配車:

9

当センターr・lま」リーグ湘南ベルマーレに支
援をいただき、ホニムタウンの平塚市を中心
に湘南地区で行われる献血会場に赤十字と
球団のェンブレムを配した天幕を設置し、球
団旗で装飾をしたり、献血協力者には選手の
サイン色紙や各種グッズを記念品として提供
し`ただく等、球団と共同してPR活動を実施す
る。

県民はもとより、湘南ベルマーレのフアンやサ
ポニタニの中でも特に若年層を対象とする。

湘南ベルマーレのエンブレムで装飾した天幕をベルマーレの
ホームタウンである湘南地域の献血会場に設置することによ
り、若年献血者の確保をはかる。.

藤沢献血ルニム0ま、」lリーグ湘南ベルマー

レの支援をいただき、ルーム内に選手のサイ
ンスリユニホームを展示したりtルニムの入
口やルーム内をマスコットキャラクターのス
テッカー等で装飾することにより、フアンやサ
ポーターの献血への協力を募る。

同 上

湘南ベルマーレのチームカラーで装飾し、若年層のサボー

ターやフアンの献血者の確保をはかる。

1 1

」り=グ 湘南ベルマーレの公式戦やファン感
謝デー等に移動採血車を配車し、球団エン
ブレムを配した天幕を球団旗等で装飾するほ
か、ベルマーレのマスコッ時 ャラクタ,とけん
けつちやんによる広報応援を行い、フアンや
サポーターの献血への協力を募る。

同上

湘南ベルマーレのホームでの試合開催や、フアン感謝デー等
のイベント開催時に配車。

‥
一
ω
‥

当センターr・lまプロ野球横浜ベイスタースIF
支援をいただき、ホームタウンの横浜関内駅
周辺や桜木町駅周辺で行われる献血会場に

赤十字と球団のエンブレムを配した天幕を設
置し、球団旗で装飾をしたり、献血協力者に
は選手のサイン色紙や公式試合球等のグッ
ズを記念品として提供いただく等、球団と共
輛:プpp妥齢ふ奎柿十ス

県民はもとより、,横浜ベイスターズのフアンや
サポーターの中でも特に若年層を対象とす
る。

横浜ベイスタ=ズ のエンブレムで装飾した天幕を、ホームタウ
ンである横浜関内駅周辺の献血会場に設置することにより、
若年層の献血者の確保をはかる。(平成21年度配車実績16

回)

横浜駅西日献血ルームF・lま、横浜ベイス
タ■ズに支援をいただき、ルーム内に選手の
サイン入リユニホームやヮールドベースポー

ルクラシックに日本代表として参加した村田
選手や内川選手のサイン入り代表ユニホニ

ムを展示したり、ル=ム の入口には村田、内
'1両選手の等身大ポスターやマスコットキャ
ラクタTの ステ'カー等で装飾じファンやサ
ポータ‐の献血への協力を募る。

同 上

横浜ベイスターズのチニムカラ=で 装飾し、若年層のサポー

ターやファンの献血者の確保をはかる。

プロ野球横浜ベイスターズの公式戦やファン

感謝デー等に移動採血車を配車し、球団エ
ンブレムを配した天幕を球団旗等で装飾する
ほか1献血協力割■は選手のサイン色紙や
公式試合球等ベイスターズグッズを記念品と
し提供いただき配布する。また、ベイスターズ
のマスコ'トキャラクターやチァガニル「ディ
ア=ナ」とけんけつちやんによる広報応援を行
い、フアンやサポーターの献血への協力を募
るo

同上

釜課覇弾鍼縫鏑饗電菖、記爺鮨 i
名)  ‐

将来の献血協力者である小学生と保護者の
方々に血液についての知識や献血について

理解を深めるための「4畔 生夏休み親子献
血教室」を開催する。

憲鷺柵癬 躍 讚 野
掛ける。         |

夏休み期間1回10名で40回400名(平成21年度参加実績
32回216名) ｀

「献血の絵ポスター展」を開催するため、県下
の小・中学校に作品を制作を依頼すると伴
に、優秀作品を掲載したカレンダー

を作成し、

猛虐楓λ鯖 諄辮野業
稼 ター展の作品募黛詢県を通じく 県下の
小学生・中学校に呼び掛ける。

県内の小・中学校200校からの応募。(平成20年度参加実績
169校、平成21年度参加実績195校)       .



職 場 朧 g単傷菫群 馨‰
攣%巫 鉛矧臨峯経
する。

一般県民・高校生。大学生のり不ナー
言霧躙駆麗臨]島「鋤郷 叢鶴の
安定供給を図る。               .

癸製懸場溌織P踏銃

署         蛛
スティパル(ポララェスタ)」を開催する6

査験告壌ζ471啜復霧祓 よ
会

サッヵニチ上ム

11月開極予定、ラ刑天7棋 l。牧 十ヽ藤∠:干及琴標

20サークルが参カロ)

施に向けて協力を依頼する。

献血実施大学及び木実施大学

大学生10,000人(平成21年度大雲献皿実績:天~F6Z入子

174回ご61655人)                  .

―
一
●
― ②献血協賛企業推進対策

③複数回献血者確保対策

１
一
０
‥

一■ 穫難鰤1珠(垣鎧

1 懲:塁ξ:110電♀ξ暮['11あ躍 集合ビルテナント企業 新規法人100社

2 縁摯霧 場鷹峯庸錢柵
してもらう。  |

グループ企業

20社

繁
各工業団地の組合課名企業

2回程度

大規模開発地区今の移転予定企業の開拓 墜鷲 鍍蒼』‰ご
転予平のデ度)日10社

雰瞥習鬼落罐 剛 ン
協財 サ議鰹鰤紺篠 年1回発行

繭 鍮 鷺:畔
ライオンズクラブ、日―タリ■クラブ、ソロブチミ

ニスト協会等。 20団体(平成21年度実練12回)

7 新規企業の複数回献血全のアカ =チ 新規献典協力企業
・団体の参加を求める 企業・団体総数を880社 にする。

11場覆11奪::鮮1,11■豪II難三雌
一

70,000人の依頼に対し年間会員登録予定■000人以上
1 盤す輩|「受勇魂劃彗肇鎮墓墨璽跳量存

へ
電 メールクラブ未登録の献血登録者

襲糧翻 驚翻」薄ザfft:べ
の悼新規全血(400“L)登録者 年間応諾予定 3,000人以上

閻 盆軸 響騨
の送付        _    二 輻 襦亥彎 42,000人の依頼に対し年間応諾予定 5,o00人以上

4 磁翻鱗脇 母脹挿 鸞I秘鱚顆ギ蹴準40,000人の依頼に対し年間応諾予定 16,090人以上

5 突発的な血液不足時に電話による協力依頼 血小板:全血献血(400mL)登録者 4,000人の依頼に対し年間応諾予定 2,000人以上

6
献血メ=ル クラブ会員への献血要請(主に緊

急確保が必要な場合)       __

血小板・全血献車(400mL)登録者のメール

クラブ員        :   _ニ
20,000人の依頼に対し年間応諾予定 2000人以上

7
腹数回献血協力者確保用ポイントカ

ードの作
成(ドナーズカーD     ‐

全ての献血登録者 年間80,000人を目標

薔躍膜聯穀秀珊 ワ鶏
デ=カード)

成分献血者 平日の平均受入人数を5人程度の増加

複数回献血協力者確保用献血再来カードの
発行 雉蝙 翻El

内の献血ル■ムヘの誘導

年FE5献血目標の23,000人に依頼



④その他の具体的対策(①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加)

‥
●
０
１

l m 1旦 僚 的 赫 雷 f I I E日;名卜 ■ 「‐ 1 1■:■■■■対|■‐象

1

サッカー教室(横浜F・マリノス、川崎フロン
ターレ、湘南ベルマーレの協力で児童が練習
申に保護者対象の献血実施)    /

幼児・4 学ヽ生と保護者

各会場1教室10人程度で1回につき幼児1教室、小学生6教
室の午前,午後各1回t計500人       |    ‐

新規献血メ=ル クラブ会員の募集 献血協力者全員 庭時対応

成分献血キヤンペーン ィヽガキ依頼
1廊小板及び原料血漿の確保)

成分献血登録者
年間 80,000人の依頼

20,000人の確保

年末年始対策ハガキ依頼(12/23■1/10) 全血及び成分献血登録者
年間 26,000人の依頼

4,000人の確保

新規献血者確保キャンペーン 全血協力者(年2回) 1回2,000人で年2回けい4,000人

ゴールデンウィーク対策葉書依頼(4/29～
5/6)           | 全血協力者

10,000人の依頼
2.0 0 0人の確保

7 血小板型別不足による平日献血依頼 成分献車登録者 随時対応

神奈川県t・は、県とタイアップし、年2回春と
秋に「かながわ献直キャンペーン」を実施

状血協力者全員 年2回 (春:4/1～5/31、秋:10/15～ 11/30)

晏飯 犠 鐵 購 藁 穆 靴 鷲 :T暑
い協力団体であるため、各自衛隊の献血ヘ

の買なる理解と協力を得るため、自衛隊献血
連絡会議を開催する。 |

県内17自衛隊関連施設の献血担当者及び
その上司。

年1回

車液事業の現状と配車計画についての市町
村の理解と協力を維持するため、保健福祉
事務所及び市町村血液事業担当者会議を
開催する。

保健福祉事務所及び市町村血液事業担当
者及びその上司。

年1回

神奈川オリジナルけんけつちやん着ぐるみ人
形による献血ルーム等での広報

一般県民 随時対応

平成22年度献血により受入れる血液の自標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

爛肇11尋標蝉警顆酵藩帯=
1 高校での献皿の芙厖 高校生 じ1更

献血普及講演会の実施 大学生、専門学校生、高骰生 12校

献血ルーム見学会の実施 大学生、専門学校生、高硬隻 10校

学生ボランティアの献皿rE渾滴勁へのフ 5校

若 年 層 同 けリー フレットの作 成 若年層 30,000郡

‥
０
「
―

一苺 盟堅黎輔 練菫0申著薫義種: ギ1警警華庁″年=1携鐵 洋|=
1 瞑数回献血クラブ会員への献血要請 晨数回献血クラブ会員 会員数500名 以上

まがきによる献血要請 ル=ム で6ケ月以上の体眠献血者 応諾者1,500名以上

… 優 撃回協 力有 鷲 休 会場周辺JLb域の献皿者 複数回協力者500名 以上

自



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

平成22年度献血により受入れる血液め目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

確保対策

富山県赤十宇血液センター

―
卜
∞
‥

１
一
〇
１

臨
一

一ネ
一

一
一

一
一
一．一聾

一一
一一

新規献血協力団体(休眠団体の拡大 献血未実施及び献血会場周辺企業 新規団体を10社 300名 の献血者を確保

Ｍ

∴
複数回献血クラブ会員の募集 400mL献 血t血 小板献血可能者 会員数を1,200人

年間2回献血協力事業所の拡大 年1回の献血協力尋業FJr 10団 体増加

策を記入。以下

¬り摩2年度1目梓eⅢ⇒
颯小板献血予約者の確保 血小板献血可能者 3人/口を目標に年間 lρ00人を確保

①若年層献血者

一皿
一

1 献血ポスターの募集 中学生 30校 300点

献血セミナー開催 大学生 70人

3 学園祭でめ普及啓発 大学・短大・専門学校 5校

夏休みセンタ=見 学会 小学生・保護者 4回開催

一に
一

ギが'2■産1長ζ数に,
1 新規協力企業・団体の確保 未実施企業及び団体 10から15社を確保

血液不足時の協力企業の確保 要請が可能な企業 10社確保

数

一晦
一

1 キャンペ=ン による会員募集 未登録の献血者 500人 確保

メールによる献血要請 複数回クラブ会員 応諾者数100人 以上

まがきによる献血要請 年1回の献血者 応諾者数500人 以上

baba
四角形



一
　

一

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献ユ者確保対策

平成22年度日1標(数値)

献血未実施、休眠中お|び 会場周辺企業団体

血液センタ■周辺企業団体急要請可能企業、団体の開拓

C:28団 体‐ 'RC:3団 体県内全EC(23)RC:新 規開拓ライオンズC、ロータリーCとの連携強化

‥
０
０
１

皿 具体1輩Ⅲ可づ 1崚′′年摯1暮(華礁,

1 キャンペニシ実施(新規課員募集合む) クラブ会員、献血者 イベント企画(年間2回 )、新規課員500人

メール・ハガキ依頼の活用 クラブ会員、献血者
メ‐ル:年間20回・1,500人へ依頼
ハガキ:年間応諾率30%(21年 実績258%)

躊 鶏鍮配縦高) 年間初口献血者(約3,000人) 初回献血者の50%を 複数回協力者ヘ

4 400ml献 血リピートキヤンペァン 400ML献 血者 年2回 以上:40omL献 血者の40%

具 外の独 以下必要1

一梅
一

:キ歳′2年葺:|1標(薫悼)
1 母体限定キャンペーン実施 献血者 1日平均35人 以上

2 午前中のPC確保強化 血小板成分献血可能者 採血依頼数あ完全確保(午前中に60%確 保)

3 市町村職員送迎:血小板成分献血 市町村職員 年間30回(1回当り5～6人)

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的精置

鵬
一
1

新規献血協力企業の確保 献血会場周辺企業 15社増加

2 雨 の献血団体を年2回実施 年1回実施企業・団体 5団体
ｒ
ａ
“
ト

:NQ 再 頂赫轟豪貫る●職
1

メニノИこよる献血要請 複数回献血クラブ会員 実協力者数300人 以上

まがきによる献血依頼
一定期間未献血者及び前回献血者 雲協力者数2、500人以上

入 Q

一饉 ■竜幣常ill=|'褒盛型
1

献血ル■ム案内チラシの4F平 申府市内の移動での献血者並びに各大字・短
大において10:000人に配付

歓血ル‐ムの献血者300名 増

|ま力くきによる依頼 =更 爾間未献血者 状血ル=ムの献典者500名増

析規献血協力団体の確保 献血ル‐ム周辺企業全の献血協力体頼′ 頭面π=スあ献血者100名増

4
訴規来場者 平日の平均受入数を33人以上にする。



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と昼われる具体的措置

１
０
Ｎ
ｌ

籠
一

平成'2年薫1崇(無値'
l

メーノロこよる献血要請 複数回献血クラブ会員 複数回献血実協力者数2,000人以上

2
まがきによる献血依頼 過去の献血者から一定期間未献血者 芯諾者数(実協力者数)2,000人 以上

以 の 入。以下必要に

雌
一

:対11豪 平lt22■震薗藤て蒙億'

1
固定施設献血者の増加 企業、短末、専門字校 送迎によりb00名 の献皿煮確保

2 午前中の血小板献血者の確保 官公庁職員 200名 の献血者確保

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

‥
Ｏ
ω
ｌ ぬ

）
1対‐■象: |キ晟′′年度自:様̀蒙●'

1
まがき1こよる献血依頼 年間献血回数が一回の400mL献 血者 い諾者数(実協力者数)1,500本 以

事業所 (企業・団体) 年間一回実施で大口協力事業所 数ケ所

カロ

一饉
，，
1

職専免 県。市町村職員 月旱回の依頼

電話による依頼 亥当番 必要人数

ハガキによる依頼 誕生月等 献血間隔に応じて 月 5,000人

学生の献血者送迎 尺学生 ・専門学校生 10校



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置(表内及び指示事項記入)

①若年層献血者確保対策  、 静岡県赤十字血液センター

‥
い
一
‥

一＝
一

」纂体"森鉾 =資II11:: 1華茂,2年度目灘数箇:

1 新成人への導車PR紙配布 新成人 10市町の新成人全員

2 寄校卒業者配布誌べの献血PR掲載 高校3年生 県内全高等学校3年生

3 献血セミナ=開 催 」RC、高校生献血サポータニ=学生ボランテイア 単発開催15回、通年開催3団体 延^1,000人

進

No ■■朴:1像● 1平成22年度自標て数値)

1 新規献血団体・献血推進団体の確保 献血未実施企業、団体 30団体の献血実施、後援等を確保する。

2 本止献血団体、体止献血推進団体の再 過去に献血実施実績のある企業、団体 30団 体の献血実施、後援等を確保する。

血者確保

一謳
一

:対111象 平成22年度日標(数値)

1 メー川こよる献血要請 複数回献血クラブ会員 メーノИこよる献血依頼配信人数 15,000名

はがきによる献血要請 献血登録者、依頼要請応諾者 まがき送付枚数 100,000枚 応諾率20%

体的対 の

職 1真妹"藩豪で=1者オ
:1平成'グ年度首藤て数値)

1 まがきによる献血要請 依頼要請承諾者 はがき送付枚数 100,000枚 応諾率20%

2 成分献血から全血献血への変更依頼 血漿成分献血のみ可能な献血希望者 1,650人を金血献血に変更する

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

‥
い
０
１

一蘭
∴

平成'率|1標`数値,I
1

中部学生リーダー研修会の実施 短大 ・大学生 2回以上の研修会を実施 参加人数100人 以上

学生献血連盟によるキャンペ=ン 実施 11歳 ～22歳 の石年者 年2回以上の実施 参加600名以上で若年層10代20
件 rn齢 而 膳 計 絆 nら %Ы 卜:三十 ス

可校 ・専 Fl学 校 への 出可 授 業 を果 麗 し、これ

0 らヽの血液事業や献血について説明を行う。
16歳 ん18歳 の学生 年間5校

血

一蘭 |:キ||:11=ユ″年1眸`筆値,|
1

メニルによる献血要謂 員数回献血クラフ含員 い諾者数(案協力者数)1.209人以上

はがきによる献血 依頼 暖分 献 皿 ・400mL献 皿 ●」記 者 応諾者数(実協力者数)17,000人以上

メール会員登録推進カード配布 2献 皿 看 メニル会員新規登録6,000人



一饉
一

セミす_開 催 大学生・専門学校生・短大生・高校生 3回  120名

大学■専門字探の字内藤皿実匹回数の 大学生,専Fl学校生,短大生 7を交 配軍 20回 × 4b人 900名

中部統一学生献車キャンペ
ーン 18歳～29歳の若者 10・20代 の献血者構成率32%以 上

進

平成22年度献血により受入れる血液の自樵量を確保するたあに必要と患われる具体的措置(表内及び指示事項記入)

①若年層献血者確保対策

―
い
０
１

二重県赤+申 血液センター

滋智厚 未 +学 血渡センター

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要槻 われる具体的措置

①若年層献血者確保対策        :        :

‥
０
「
‥

一Ｗ
一

メーノ財こよる献血要請 腹数回献血クラブ会員 芯諸者数500名 以上

企業人の年間回数の増加 企業内職員 400mi献 血間隔、年間採血量を考慮した献血日程

葉書による献血依頼 前回献血から一定期間の本献血者 応諾者数 1500人 以上

そ の 以 下

商
一

慎体的ヽ 茉條1黎,■ 対:II象Fll 1平盛12■=巨標は殖)
成分登録者の募集 条件に合致する献ユ者 100人 /月

電話による献血依頼(夜F●5) 成分献皿協 力ほ顆 可露右 100人 /月

次回予約の推進 成分献血にこ協 力損けた万 100人 /月

ウイークデ=献 血キャペーン 3施設において平日に成分献車協力 225人 /月

晦
一
1 称 規

・
杯 眠 甲 藤 皿 協 刀 2栗

・
団 杯 の 雄 休 献血未実施およ●献血会場周辺企業 新規等登録10社

緊急要請可能な待機型団体の確保 母体・ルーム周辺の小規模企業・写業所 動員協 力団体 b社

献血協力団体等の確保 献血協力団体及び献血推進団体 協力団体5社増加

回献血者

繊
一

1,1:=:華l象|
1

メー
ルによる献血要謂 複数回献血クラブ会員 麻諸者数(実協力者数)b00人 以上

はがきによる献Jll嗽頼 RIJ回殊皿かリー疋期間禾献皿者 応諾者数(実協力者数)3,000人以上

実施場所(企業・
団体)の年間回数の増カロ 年1回実施場所 (企業

・団体, 5ヵ所

郵送によるメール会員募集 新規登録者200人 以上

の

眠̈

1
遅 隣 入 早 =へ の 献 皿 勧 誘 母体の近隣大学生(工命・龍谷, 3人/日を目標に年間600人 を確保する。

DM及 び電話による献血依頼 蹂体・ルームの血小板成分献血者を含む全献血者 3人/日を目標に年間1,000人 を確保する。

次回の予約推進 母体・ルームのュ4 採ヽ成分献血者 2人/日を目標に年FE1700人を確保する。

baba
四角形

baba
四角形



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策     ・

雌
一

幸,′′牛薫IH(肇■

1 献血ルームでの献血セミナ■開催 小学校高学年とその保護者 7月・8月 5回開催 参加100人以上

2 18歳からの献血体験キヤンペーン 府内18歳以上の高校3年生t専門学校生 期間中の参加者数 100人 以上

3
駄血会場外つ 献血セミナ_(献血検
着 Fヽ _ q 艦

ЭJRCトレセン参加の中・高生、②京都市ら、れあぃまつり来
捏 め J、.山 堂 生 ∩ 鶯 人十 中 虐 去

D参加150人以上、l②参加200人×4日、③
雰in , 0 0人以 ド

卜
一
∞
ｒ

聰1 1真沐“1対朱て=1名, 平成22年度目標(数値)

1 「ワンモア献血カード」キャンペーン 献血ルニムでの400mL、 成分献血者
午じOmL献 皿 看 3,bUU人 確 保 t芙 人 雲 り、年 間 6

司 "卜 の 計 谷 齢 而 著 ■000人 権 傷イ菫 人新 ゝ

2 まがきによる献血依頼(献血ルーム) 前回献血6カ月前の400mL献 血者 年間10,700人 芯諾者2,000人

3 歓血依頼メールの送信 複数回献血クラブ会員
血液不足時要請2,000人/年間t応諸率lb%
以 ト

4 情報提供メールの送信 複数回献血クラブ会員
1カ月に1日程度の頻度で会員全員に情報提
雌

5 健康相談事業(健康教室)の実施 複数回献血クラブ会員 1回20人の参加、8回(8日間)実施

6 簿演会の実施 複数回献血クラブ会員 40人参加、年1回実施

7 複数回クラブ新規登録キャンペーン 京都府内大学生、専「ヨ学校生を主体 新規登録者30人/1回、年6回実施

追

ｔ
一

真体的対策く環言名, F:|:: 平成′′年|||で黎"
1 まがきによる献血依頼(献血ルーム)

前回献血から9カ月間未献血の400mL献血、成分献血者
綺,000人(11日ル3日σ)2■市こ令1+て扶イ十)

応諸者400人

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策 大阪府赤十字血液センター

‥
い
０
１

一ｔ
一

ネ
一

1
学生400mL献 血キャンペーンの実施 人 字 ■

・
尋 門 字 孜 玉 協力者数3,000人以上

2
献 皿 お もしろセ ミア ー ル 開 悟 16回開催 参加 1,200人

策

〓睫
一

1
メールによる献血要請 限頚 回 郎 皿 クフフ云 員 「い諸 軍 咲 慟 刀 有 爾 ノ0.υυU入 以 上

ハ 刀 千 に よる献 皿 畏 謂 層1回 殊 皿 か ら
一

疋 期 re l木駅 皿 百 応諾数(実協力者数)15,000人以上

実施場所(企業 ・団体)の年間回数の増カロ 年1回実燕場所(企業
・団体) 30ヵ所

複数回献血キャンペーンの実施 lll回体皿 から一足期F●D禾献皿吉 縣 諾 取 t芙 協 力 首 取 ノZ,UUO人 以 上

baba
四角形



11鼈 喜篤 十す
。目棒号1確111摯ηll妻

1忠
11,暴

,中
措置

二 産県 未 +学 血清セ勁 =

１
０
０
１

暮本的対菫:薫1名,= 1平成22年康ヨ標(辮 =

1 はがきによる献血要請 全献血者 複数回献血者の割合275%を 達成する。

メ=ル による献血案内

献血会場にて複数回献血会員の勧誘 0歳代～30歳代を中心とした若年層 会員全体の70%以 上

体 の 下

:雌
量|■ :::111華茂′′年度1漂̀肇篠'.

1 駄血ルームにおける献血者サービスの充 県下献血ルームにおける全献血者 ル=ム における献血者数1¬0,000人。

2 採血バスにおける献血者サ=ビスの充実 県下移動採血車における献血者
バス1稼働の単位数、平成21年 1～ 12月 、93.4を950
に上:ザる^        '

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

甑
一

幸歳,'年度:由標で薮種,1

1 訂規 献 皿 協 力 全 栗
・団 体 の 確 保 駄皿 禾 芙 地 の 貧 栗

・
団 杯 及 ひ 献 Il云 場 周 辺 父 栗 寺 24社新規登録

沐眠手業所、団体の再開の働きかけ 体眠 手 栗 FJr、Lll体 12社登録

緊急要請可能な団体の確保 既献血 団体及び少人数の企業 ・団体 協力団体5社

血卜
Φ
“
‥

“Ｌ

1
メールによる献血要請 複数回献血クラフ会員 麻諸者数(実協力者数)500人 以上

まが きに よる献 皿 医 霜 講回採血から一定期間未献血者 嘔諾者数(実協力者数)2,500人 以上

複数回献血キャンペーン 400mL献 血可能者 平均年間献血回数を1.3回に上げる

必要に

鳳 IIII:`難"対策̀=1車名':
11111:

1
予約■llの推進 成分献血者 平日の予約者 5人/日 以上

イベント等の開催 歓血希望者(センター・ルーム) 上記に含まれる

baba
四角形



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

‥
Ｏ
Ｎ
‥

雌
一

真体的対策て章=名|,1111111 li対■1豪: 1華茂ク2年度自襟k数値'

1
電話 ハガキによる献血依頼 前回献血から一定期間未献血者 ハガキ依頼4万 人/年

企業・団体における年間協力回数の拡大 年1回実施の献m協 力企業・団体 0社 ・団体開拓

複数回献血クラフ入会動誘 複数回献血クラブ未加入者 1000人 の新規加入

の に

|:`山1 1難“対策t●自名
1,

平成22年度目標(数値)

1 高校での400mL献 血実施 高等学校(18歳になつている生徒) ■vUmL駆 皿夫地弾 倹開殉

高校出前教室の実施 高等学校の文化祭等 2校で実施

平成22年度献血により受入れる血液の日標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

‥
Ｏ
ω
ｌ

鱚

1
メ■ル、は力くきによる献血要請 ・イベント案 瞑数回クラフ会員。 疇諾郵 0°/o以上

2 断頭献血におけるは力堵 による依頼Q 両回沐血からの=足 期間禾献血者 応諾率30%以 上

3 翼麗場所 (企業 ・
団体 'の年間 国数の壻 手 1回 美 麗 F栗 る :υ父 栗 の 眉 刀‖

4 新規登録者キヤンペーンの哭麗。 複数回クラブ未会員 枷 規 云 員 OUU人 の 堂 球

独 を記入。以下

驚 :=荘奪:11111彗:ボ黒纂:=:■■1111
1

十 Elj甲の 献 皿 有 確 保 固定施設:こおける血4 破ヽ献皿者 午前中の血小板献血者19人を13人まで伸ば
す。   ｀ |



平成'2年度歓五こ り蔓入れる五羨あ目標鼻を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

１
０
●
‥

ｔ
ｒ

一

ギユ″■薫目標(撃偉)

1 メールクラブ会員の募集 未加入の献血経験者 ∞0人

メーノИこよる献血依頼 複数回献血クラブ会員 応諾者数(実協力者数)700人 以上

ハガキによる献血依頼 複数回献血クラブ含員 芯諾者数(実協力者数)500人 以上

複数回献血クラブ感謝の集い実施 複数回献血クラブ会員等 1回、300人

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献典者確保対策

晦
一

|:纂体的霧策̀耳自率澪| 1事茂22年董1標(数値'I

1
学生献血推進ボランテイア組織全のカロ盟呼
hn壇#

県内各大学、短大、専門学校 新規カロ翠Z校

2
躍転免許センター全の移動スIlll 10代、20代 の若者を中心とした献血可能看 68稼動

3
学生献血推進ボランティア組織の研修含開
曜

岡山県学生献血推進連盟加盟校学生 1回開催、参Dl140名

4
夏休み小学生親子体験教室 県内各小学生および保護者 15回開催 650名参加 参加校数125校

5 赤十字出前講座の実施 県内各高校の内実施希望校 iO校

‥
０
い
‥

一雌
一

1幸苗グ,4震首漁顔積ナ

1
新規協力団体の確保 未実施協力団体 30社新規登録

年写数口実施協
ク甲体の確

骨. |  1年 1早雫晋晉
力団杯 30社増加

Э覆数回献血者確保対策     「

baba
四角形



１
０
い
―

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思ゎれる具体的措置

平成22年度献血にょり受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

１
０
「
‥

①若年層献血者確保対策

一磁
」

平成22年度目標〈数値〉i

1
獣血セミナ■ 広島県大学献血推進協議会メンパニ 2回実施(150名)

2
尺学(短大含む,専門学校`百薇献Illlの実施 大学生(矩木生含む,・専門字骰生・高撃生 移動献血での献血者数:4,200名

3
笥校卒業予定者べのリーフレット自己布 高校生(卒業予定者) 25,000部配布

4

・中・高校生 15回実施600名 参加(出張献血教=曾 む'

企業

一に
一

| = ■
i=l`:

:平成22年度口標は億)

1
まがきによる献血要請 牛00mL献 血者・血小板献ユ者 要請者数25,000人

2
メープИこよる献血要請 複数回献血クラブ登録煮 3,000人登録 不足時にタイムリーに要請

幕 頭薫l=韓轟暮落: 勁:″年薫1薫華0■11:醒

1
員数回献血クラブ会員に対しメーノИ二■る
[耐 榛 麺 i     :   .    ‐

複数回献血クラフ会員(1.100名) 応諾者数(実協力者数)300名

2 際麗典77ブ
IT13叩

賀シ
l_

獣血者・事業所'行取機関 作成枚数:40,000枚

3
黒・市町職員献血協力者名薄の活用 ― 頁協力者名簿提出者に対しての

協力要請  |
応諾者数(実協力者数)1,000名

4
まがき`電話による協力要請 調回採血から一定期間泰献血煮 年間 30,000人 以上

以 策を記入。



‥
０
∞
‥

平成22年度献車により受入れる血漱の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策                       呑

１
０
Φ
Ｉ

一Ｌ
一̈

対11:ダ

1 夏休み親子血液ゼミナニル 小学生(4～6年生)と保護者 /回 開 催 参ヽ 加 者 3b U名 ,

2
」RC献 血セミナー 県下」Rじメン′ヽ一 1回開催

3 子内 献 皿 バ ネ ル 展 県内3大学

4 隔 鞭 雨 の 利 用 猥 1じ 県内各情報誌読者(10代～30代中心) 10回 掲載(キャンペーン告知含む)

一雌
一 1111111,オ::|| i平茂,2年度自様̀数僣,i
1 FJT規献 皿 協 刀 争 栗 PJT・EEl杯の 確 保 献血本実獅みび献興会場周辺事業所 防規 登 球 (b手 栗 所 リ

本 眠 企 業 の 畑 り起 こし 適去に栗績のある企業 10事 業所

■
一

| イヽ 1勲′′肇:自諄(難湾
1 瞑数回メールクラフ会員登録の増加事業 新規登録者 新規登録者400人

メ=ノ‖こよる献重要請 複数回メニルクラブ員 発信回数50回

ハガキによる献血要請 延生月献血 (400mL・成分 )、成分献血 1000通 /月 の発送、応諾率18%

の 下 必 追

ｒｍ :臭本的:対策て環11名,: :平成22年庫1甲粽:`撃偉)

1
ハガキにょる献血要請(移動沐血巡回場
aFヽ

訂回実施雨町村での400mL献 ュ協力者 bυυ通 /月 の 発 送 、17 5諾警 0%

懸巽幕の掲示 面定施設付近通行者 1人/日 の献血者増員

献血協力事業所(日赤有功会)の協力確 日赤有功会に参加している事業所 2人/1移 動採血、40移 動採血/年

苺量21肇義標て装|に'
1 メ=羽 こよる献血要請 複数回献血クラブ会員 応諾者数(実協力者数)200人 以上

2 まがき・電話による依頼 前回採血から一定期間未献血者 応諾者数(実協力者数)500人 以上

を記入。以下必

一撫 1平歳22年度葛‐標む動ヨン|
1 平日の献血者増 全献血者 2人/日 を目標とする。

2 次回献血の予約 成分献血者 6人/日 を目標とする。

献血協賛事業 状血ル=ム 近郊の事業所及び専門学校 2人/日 を目標とする。



平成22年度献血により受入れる血液の日標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

―
一
０
‥

∴雌 菓卜轟轟篠首著' 平成′2年筆自標(数値丼:
1 学内献血回数の実施増 高校生・専F5学校生・短大生。大学生 大学3回、専門学校・短大2回、高校1回

2 学内献血時にポランティアクラブベ協力
力 縮

学生 呼び掛け協力による献血協力者5%増

3 街頭での献血キヤンペーン 18～ 29歳 夏・冬各1回

賛 企

∝

■ 具体的■栄̀療|:名) 1対■:ネ 平成22年度目標(数値)

1 メー羽こよる献血依頼 複数回献血クラブ会員 応諾者数(実協力者数)14,000名

まがきによる献血依頼 前回採血から一定期間未献薫者および登録者 応諾者数(実協力者数)9,000名

以下必要| を

Nal

1
愛の助け合い運動の一環として、夏のキヤ
ンペニジ実施 :

昔年J曽ならひに7/」回縣Illl育 2台配軍し、180名の献血協力者を獲得

またちの献血キャンペーンの一環として、
冬のキキンペーン実施

替年層ならびに初回献血者 2台配車し、18o名 の献血協力者を獲得

テレビ局と共催しく乳がん検診と共に献血
寡 宝 術             .

首牛 眉 な らひIこ初 日 駆 皿 右 1台配軍し、80名の献血協力者を獲得

①若年層献血者確保対策
平成22年度献血I千本り受入れる■なの目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

１

一

一

‥

i雌
一・一一．■ |キ成'2年諄1球筆蕉II

1
メールによる献血要請 複数 回メールクラフ会員 辱譲青‐7-33.OV/●

メールクラブ会員募集資材の新規作成 ,υUmし、既分豚皿協刀● 登録者500名 増加

軟血実施場所の年間回数増 大学 ・専門学校 千FBDZ00竃ヨ増刀1

の対策を記入。以下必要1

無 :II:募体"対輩鞭房藝わ|=
1

400mL献 血推進チラジの作成 金皿献皿看 400mL構 成比移動献血者90°/o

400mL献 血可能者 応諾率13%



平成22年度献血:こより受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

‥
一
Ｎ
‥

①若年層献ユ者確保対策

血
一

1
新規献血協力企業・団体の確保 20～ 30

状血協賛企業活動推進 新規及び既献血団体 10

雌
一

11摯|=:|∵I薫:碑
1

メ=ル による献血要請(献血ルーム) 複数回献血クラフ会員(ml、板, 要請者延数2,000人以上

ま力堵による献血依頼(献血ルーム) 前回採血から■定期間木献血者(血小板) 要請者延数30,000人以上

まがきによる献血依頼(献血ルーム, 前回採血から一定期間未献血者(400mL) 要請者延数1,000人以上(冬季不足対策)

)Mに よる会員登録要 請 及ひ‖LA壼 球 血小板採血可能者を抽出、DMに て加入要請 要請者延数3,000人 以上

その 下

，Ｍ
一

鶴 事1111対■豪
1

60歳代の献血者増加事業 50～60歳 代の献血者 軟血者年齢構成比3%(300o人)増

平成22年度献血により受入れる血波の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策 俳奮 県 赤十字血液センタ■

―
劇
ω
‥

一に
一

'■■■■|
|:対: 一家 |■成,2年章|:檸(華蕉,

1
新規献血協力企業・団体の確保 献血未実施及ひ献興傘場周辺F栗 新規登録 10団 体

血液不足時の緊急処置的対応可能な企栗の

確凛
不足時に協力可能な行機型の団体 10団体

回

一聰
一

1
メールによる献血及びイベンЮ お知らせ 複数回献血クラフ会員 芯諾者数30%以 上

パンフレット配布による登録依頼 年2回以上の献血者

対策を記入。以下必要に応t

Q
一“̈一一」一一

芋蔵'拳量1標(筆■|

1 →LA血 小板登録者の確保 血小板の可能な献血者 登録者を月20名 、年間250名 確保する



幸歳‐22年度献血により受入4る血液の目標量を確保するたあに必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策 再崎 県未+学 而渡センター

一＝ 真体藤表て薫|“'1丁| :構■象 幸茂22年度自:標(数値)|

1
新規及び掘り起こし事業所、団体等の開 献血未実施及び献血会場周辺事業所、数年末実施の予栗所 月間5社 以上の開拓を日標

ライオンズクラブ、青年会議所等の協賛 会員及び関連事業所 月間1団体以上

―
一
●
ｒ
　
　
　
　
´

:NQ :具体的世界K■甲̀)
平成22年度自標(数値)

1
負数回献血者並びに赤+7ボ ランティア研修 複数回然血協力者及び献典協力者…赤す字ボランティァ 50名

メールとはがき|●よる献血依頼 複数回献血クラブ会員  ~ 応諾数 100名 以上

「献血をして映画を観に行こうJキヤンペ= 400mし 、成分献血協力者 70組 (140名 )

入^以 下必要に応じ様式を追カロ

一梅 1真沐"対策̀=1名''III 対
'■

:象 平成27年序F標(撃年)

1
商業施設の休日献血の拡大 ■般 7か所で年3回 以上

2
DM及 び新聞折り込みテラシによる献皿ほ 般 月10か所以上

3
高校献血での400mL献 血の推進強化 高校生及び職員 10校以上

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

0若年層献血者確保対策

一雌
一

:基体崚難縁●自名》 平成22年度自標〈数値)

1
成人式での献血推進′シフレットの配布 県内新成人(成人式参加者) 14,000人

血Cオ ープンキャンパス 県1内高校生 高校生の参加50名

県内全大学・専門学校べの血C情 報話の自」布 県内大学生専門学校生 年4回 発行 県内60校 に配布

血

:耐

1 広報資材(山0情報誌)9汚用 献血協力企業及び団体 全献血会場及び団体今年4回 の配布

新規事業所及び団体の実施 新規事業所及び団体 年間10社 (10団体)程度の確保

コゴマークの配布 献血協力企業及び団体 提供事業所を80社にする。‥
】
Ｏ
ｉ

臓
一

著■111:奔幕澪破苺茉準萎奪ユ雌 事=: :::::::
1

メープИこよる献血要請 複数回献血クラブ会員 応著者数1,900人以■

2
ハガキによる献血依頼 状血登録者`依頼応諸者 芯諾者数1,000人 以上

3 直数回献血推進用バンフレツト等作製 献血者 ・

4 会員向けイベントの開催と情報誌による昇暴 複数回献ユクラブ全員・献血者 会員向イベント2回/年  会 員2,000名

以外の独自の対策を記入。以下必要|

岬: III
1

バースディハガキによる献血依頼 枚頼応話看 固定施設(ルーム2ヶ所)各3名/甲の増刀ロ

2
モーニングキヤンペーンの実匝 ルーム釆場看暉 雨甲′ 固定施設(ルーム2ヶ所)各3名/日の増加



平成2'年度献血年ょり受本れれ 液の目様量を確凛するたあに必曇L忠われな真体的措置

①若年層献血者確保対策       : ★今県未+学 血力47ツ =々

―
●
０
■

一鮨 1,成,2年度葺諄(数憤'1
1

学内献血時ィヽガキによる献血要請(一緒に献
m口、

学生(大学・短大)、専F5学校生 現行2,200人 を300人 アップの2.500人

献血セミナーの開催
~F亜

協 別 盟 釈 字 笠 10回 (参カロ者:500人 )

右 石 か 財 む 駆 皿 記 悪 品 の 殊 用 実協 力者 :300人 アップ

進 対

一世 111lI真蒸餞菱策0藁自|ゆ=111■1喜i鷲輩彗秦葺二姜==1壕=
1 送迎による献血協力団体の確保 駅皿家場周辺 DU国杯催棒t哭協力看:ZUν人,

桝親 脇 刀 ■ 栗 、国 倭 の 惟 休 C t t l ■ 栗 、跳 い )縫 滅 円 な 国 杯 l υLI膝確保 t美協刀右 :ZUυ人リ

一懸

1
へ力千による献皿晏請 地域・学域 ・官公署における献血者 実協力者 :500人 アツプ

2 複数回献血会員への勧誘 街頭献血時の献血者 新規会員240人 確保

3
ライオンスクラフ献血の実施回数増 ライオンスクラフ関係企業こ団体及び地域住民 :Uクフフ、3UU人 確保

体的 の対策を記 )

雌̈
一

1平成22年度目:標(数値)

l
キャンペーンの実施 400mL・ 成分献血者 年間通算8ケ月間実施し、年間500人 確保

2
成分献血者の送迎 献血ルーム周辺企業・官公署・大学 ・短大・専門学校 週1回実施(2名)し、年間120人 確保

次回の成分献血予約の推進 成分献血者 1日2名 目標に年間500人 確保

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献典者確保対策

―
一
一
― 一鮮

Ｎ

¨̈

ヽ
常

メー川こよる献血要請 複数回クラブ会員 疇話者数(実協力者数,700人

漸滉優翠皿献皿有確保 ―般献血者 応諸者数(実協力者数)500人

まがきによる献血要請 前回採血から一定期間未献血者 嘔 議 百 繁 天ヽ 慟 刀 百 頌 ,ノ,UUU人



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策 虐 F島 県 未 +学 血清センター

―
刊
∞
―

①ん③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加)

“ 1幕バ“漱 環|ゴ名I 平成22年度相標(数値)

1 楽しく学ぼうキッズ献血の開催 小学生及び保護者 1日2回3日間 参加者300人 目標イ

献血講座の実施 10代20代対象 10回 10日間 参加者1000名

学生献血推進キャンペTン の実施 短大・大学・専F5学校生 5回開催 参加者200人

はがきによる献血要請 18歳～29歳の400mL献 血可能者 協力者20,000人 以上

市町村との協働による若年層対策事業 18歳～39歳の400mL献 血可能者 1 0EQll開催  参 加者600名

②献血協賛企業推進対策

一随 具体的対策帳亘節II 1対ill:象: 平成2'年度自藤で数積)

1 新規献血協力企業、団体の確保 鹿児島市地域 析規に14団体

献血協賛企業、団体への推進活動 献血協力企業、団体 10社

③複数回献血者確保対策
一商
一 草体的対薫=貞“I キ晟',肇自:薫1載僣'

1 メ‐ノt/1こよる献血要請 複数回献血クラブ会員 応諾者数2,000名

ハガキによる献血要請 複数回献血クラブ会員 応諾者数1,700名

バンド・マッサージの実施 複数回献血クラブ会員への広報 一回あたり20名

献血予約制度の充実 献血にお越しいただいた方 ―ケ月150名

救急法の一日講習会 複数回献血クラブ会員 40名 ×3回=120名

的対策(①～③以外の独自の対策を記入。

IN01 ::|1幸茂′′年度:百標で薮億"

1 400mL献 血推進キャンペニンの実施 400mL献 血可能対象者 献血パス1稼働あたり45人

2 はがきによる400mL献 血依頼 400mL献 血経験者 約30,000人 に郵送

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置

①若年層献血者確保対策

血
一

=|:霧1象:: 平盛22年度目樗幣0

1
高校献血の推進 某内各高等学校 25校以上

学生献血推進協議会の活性化 各種学校 '大学 在籍5校以上

伏血 教 室 の 開 催 J ・ヽ中・高校、各種学校 献血教室20回、受講1,500人以上

4
諄門学校献血の推進 県内各専門学校 20校以上

企

‥
『
０
ト

麟
一

纂極護茉鎌車変1葛薔鷲 :|=22年度富粽(数値,

1
メープロこよる献血依頼 複数回献血クラブ会員 曝諾者数 200名 以上

ハガキによる献血依頼 献血間隔基準をクリアしている既献血者 応諾者数3600名 以上

3
電話による献血依頼 献血間隔基準をクリアしている既献血者 ほ諾者数2200名 以上

4
処遇品の見直し 各種依頼縣諾者1こよる献血者 処遇品60001固以上



資料 3-1

平成 22年 度の血液製剤の安定供給に関する計画 (案)

について :  ‐

諮問書 ・・・・・・・・・・・|・ ・・.・ ●.・ ●●●●●・・・・ 1

・ 平 成 22年 度の血液製剤の安定供給に関する計画 (需給計画)(案 )

, 平 成22年 度に配分される原料血漿の標準価格の考え方 ・

く参考>

・ 平 成22年 度需要見込1関連表 ・・・・・●●ざ●●■ ..|.・ ・1・

厚生労働省発薬食0310第36号

平 成 22年 3月 1 0日

薬事 。食品衛生審議会会長

望 月 正 隆  殿 ・

厚生労働大臣  長  妻

平成
.22年

率の血液製剤の安定供給に閑する計画を定めることについてt安 全な血液
製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和31年 法律第 160号 )第 25条 第 5項 の規
定に基づき、貴会の意見を求めます。            ´血漿分画製剤の自給率の推移 (年次 :供給量ベニス)【実績】・・・・

主なユ漿分口製斉1の自給率の推移 (年度 :供給量バ■ス)・・・・・1

原料血漿確保実績 (Hl'年 4月ん21年 1'月)・・・・「・:・ ・..

原料血漿価格 (日米)の 推移 ・・・・・・・・・・:・ ・・・....

アルブミン製剤の供給量 (遺伝子組換え型含む)と 自給率 ,・1・ ・・

免疫グ白ブリン製剤の供給量と自給率― ・・・・●●●●:.....

血液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量 (遺伝子組換え型含む)と 国内血漿

由来製剤の割合・・・:・ ....|..● ..・ ・・・・・・・・・

需給計画の状況 (平成 20年度～平成 22年度)・・・・・・・・・●●

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

baba
四角形



平成22年 度の血液製剤の安定供給に関する計画 (需給計画)(案)

.             [置:労働』喜凛:  :〕
本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (以下 「法」

とv う`。)第 3条に規定する基本理念に基づき、血液製剤 (法第25条 第1
項に規定する血液製剤をいう。以下同じ。)の安定供給を確保することを自
的とするものである。
これにより、血液製剤の需要と供給等の動向をIB握し、本計画に沿つた製

造、輸入等が行われることを確実なものとするとともにt供給等の実績をき
め細かく把握し、適時、適切に対応できる体制を構築するものとする。
なお、本計画において、次の各号に掲げる血液製剤は、それぞれ当該各号

に定めるものとする。            _

1 ア ルブミン 加 熱人血漿たん白、人血清アルブミン及び遺伝子組換え

型人血清アルブミン         .
2 組 織接着剤 フ ィブリノゲン加第X=因 子及びフィブリノゲン配合剤
3 血 液凝固第Mll因子 乾 燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子及び遺伝子組換え型
血液凝口第Ⅷ因子           |

4 乾 燥準縮人血液凝固第事因子 :乾燥人血汝凝固第Ⅸ因子複合体 (国内
で製造されるものに限る。)、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子及び遺伝子組
換え型血液凝

:固
第Ⅸ因子

5 イ ンヒビター製剤 乾 燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体 (輸入されるもの
に限る。)、活性化プロトロンピン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回

活性複合体及び遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子
6 ト ロンビン ト ロンビン (人由来のものに限る。)
7 人 免疫グロブリン 人 免疫グロブリン、乾燥イオン交換樹脂処理人免

翠グロブリン、乾燥スルホ化人免疫グロスリシ、pH4処 理酸性人免疫グ
ロブリィ、乾燥 pH4処 理本免疫グロブリン、乾燥ペプシン処理人免疫グ
ロブリン、ポリ■チレングリコール処理人免疫グロブリン及び乾燥ポリ
■チレングリコール処理人免疫グロブリン

8 抗 HBs人 免疫グロプリン 抗 軍Bs人 免疫グロブリン、乾燥抗HB
s人 免疫グロブソン、ポリエチレングリコール処理抗責Bs人 免疲グロ

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗HBξ 人免疫グ■ブリン
9 抗 破傷風人免疫グロブリン 1抗破傷嵐人免疫グロブリン、乾燥抗破傷
風人免疫グロプリン、ポリエチレング'ニール処理抗破傷風人免疫グロ
プリン及び乾燥ポリエチレングリ■―ル処理抗破傷風人免疫グロプリン

第1 平 成22年 度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び量    : i

平成22年 度において必要と見込まれぅ血液製剤の種類及び量は(血液製
剤の製造販売業者等 (製造販売業者及び製造業者をいう。以下同じ。)に お
ける供給見込量等を基に別表第1の.とおりとする:      ~

第2 平 成22年 度に国内において製造され、又は輸入されるべき血液製剤の
種類及び量の日標                     ヽ

第 1及び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見
込量蕉吟まえ、平成 22 年`度に国内において製造され、又は輸入されるべき
血液製剤の種類及び量の目標は、別表第2の とおりとする:

第3 平 成22年 度に確保されるべき原料血漿の量の目標

第2を踏まえ、平成?2年 度に確保されるべき原料血漿の量の目標は、
96万 リットルとする。

第4 平 成22年 度に原料m漿 から製造されるべき血液製荊の種類及び量の目
標                 :

平成 22年 度に原料血漿″ らヽ製造されるべき血液製剤め種類及び基の目標
は、別表第 3の とお りとする:              |

第 5 そ の他原料血漿の有効利用に関する重要事項

1 原 料血漿の配分

倫翠性、甲際的今平性等の観点に立岬レ、国内で使用される血液製剤が、
原具1として国内で採取されたユ液を原料|して製造され、海外の血液に依
存しなくても済む体tllを構築す大きである。このため、国内で採取された
血準を有効に利用し、第4に 掲げる種類及び量の血液製剤の製造等により、
その血液が血液製剤として安定的に供給されるよう、採血事業者が原料血

漿を血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及び配分量を次の
とおり規定する。                  |



別表第1平 成22年 度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び量

1 原 料血漿の標準価格は、 (1)から(5)までに掲げる原料血漿の種類ご

とに、それぞれ (1)から(5)までに定めるとお りとする。

・
  (1)凝 固因子製剤用   12, 380円 /L‐

(2)そ の他の分画用   11, 3oo円 /L

(3)PⅡ 十五ペァスト  47, 640円 /kg

(4)PⅣ -1ペ ー
不卜  14, 330円 /kg

(5)PⅣ -4が ―スト1  15j 000円 /kg

2 血 液製剤の製造販売業者等に配分する原料血漿の種類及び見込量
は、それぞれ(1)から(3)までに定めるとおりとするど

(1)財団法人化学及血清療法研究所      、

|     イ  凝 固因子製剤用   20万 L
口 そ の他の分画用    3万 L

(2)日本製薬株式会社
イ そ の他の分画用  16.2万 L ‐ ‐   1

. 口
 PⅡ +Щ ペースト   8万 L相 当

(3)株式会社ベネシス        ‐

イ そ の他の分画用   26万 L
口 PⅣ -1パ ースト  20万 L相 当
ハ PⅣ 二4ぺ■ネト (5.5万 L相当       (

(注)    |        :       ‐
1 「 凝固因子製剤用」とは、採血後0時間又は8'時間以内に凍結
させた原料典漿であつて、血液凝固第Ⅷ因子を含むすべての血漿
分画製剤を作ることができるものをいうも

2 「 その他の分画用」とは、採血後6時間又は8時間以上経過し
'  |た

後に凍結させた原料血漿文は凝固因子製剤用から血液凝固第Ⅷ

: 因子を取り出して生じるも?(出 クリオ分画用プラィァ)で あっ

て、血液凝固第Ⅷ因子以外の血漿分画製剤を作ることができるも
のをいう。

2 血 液製剤の安定供給の確保のために望ましい在庫について

平成 13年 3月に、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子の出荷‐時停止肇
の問題が生じたことを踏まえ、このような緊急事態に対応できるよう製造
販売業者等はす定量の在庫を保有することが望ましい。

血液製剤の種類 換算規格 需要見込量

アルフミン
25%50品H瓶 3076:100

屹燥人フィプリノゲン
1■1瓶 3.70o

組織接着剤
6ボ 10.526.600

皿 凛 反 回 弔 V I囚 す

1000J臓4菫1lE 2oo Ann

露 器 涯 縮 人 皿 晟 凛 IE l澪Ⅸ 囚 f

10oo豊 位 ll15 62.300

インヒビター製剤
延人数 !7.800

=卜皿 栗 口釆再 燥皿 顔激 口第 XⅢ 因子
1瓶 1,A noo

トロンEン
10000潤自lL llE lR,00

人免榎グロフリン
2_5●lIE 1.646.100

抗HBs人 免疫グロフリン
1000単位 1瓶 17.400

認爆 孤 DtRhoり 人兄 投クロフリン
1000倍 1瓶 9.500

抗破傷風人免疫グロプリン
250J自4立11亙

乾燥濃縮人アンテトロンビンIII
500墨位 1瓶

屹燥濃縮人活性化フロテインC
2500Jヒ4立 11薔 300

人ハフトグロビン
2000J自 1立1瓶 40J000

乾燥濃縮人Cl―インアクチヘ「―タニ
1lE 2.100



別表第2平 成22年度に製造・輸入されるべき血液製剤の種類及び量 別表第3       ´

血液製剤の種類 換算規格

製造・輸入目裸量

輸入血漿由来
●得■類地

L
3 f

ルフミン

25%50m11拒 180120で 1.24450C 304570C

l g  l瓶 390(
旧霧授看剤

cnf 419,300で 640750C 1133050r
lll版凛回第Ⅷ因子

1000単位 1掘 11570〔

晏
1000饉位 1瓶 52700

インヒビタ=製 剤

延人数 15800 1990r
「●興頭日本秘理●ll績凛回覇
X=因 子

1瓶 1,9 00rl 12900〔

0000三 位 1襦 29:00C

215,l llE 159640〔 12770C 172410C
冗りBS人兒種クロプリン

1000単位 1瓶 50C 18.900

リン  リ
R`・

:'人
免疫クロフ

1000倍 1瓶 1020(
厠観鶴風人免疫グロプリン

25o単位 1瓶 6520C 6520C
ι藤凛椰人アンチトロンピン■

500量位 1瓶 45580〔
“耀 晟 額 ^層 Elじ フ ロテイン

25oo単 位 1瓶
えハフトグロビン

2000当社 lllE 40100
厖界晨凛輌AC`―インアタテヘーター

1瓶

(注)

「21年度本在庫量(見込)」及び「供給可能量」の表は、参考である。

21年 度末

=庫量 (見込)

供給可能量

3.92760〔

5_606

300,30( 14337_80〔

15530〔

102_900

25_80〔

48_00f

220380〔

10.40〔 2980n

15_70(

5■70( 11590〔

50〔

14.80C 5490r

平成22年度に原料血漿から製造されるべき血液製剤の種類及び量

血液製剤の種類



種 類
~ 内

訳

アルブミン m熱人血漿たん白

へ」a清アル7:ミン

菫伝子組換え型人血清アルフ
・
ミン

屹燥人フィブリノゲン 吃燥人フィフ
・
リノゲン

組織接着剤 'ク
・
リノゲン加第X皿因子

'ィプリノケ
・
ン配合剤

血液凝固第Ⅷ因子(遺伝子組換え型含む) 陀燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子

菫伝子組換え型血液凝固第血菌子

弔 颯 困 ナ 薇ヽ 官 杯 よ ひ 燿

云子組換え型含む) 海燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体(国内製剤)

屹燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子

量伝子組換え型血液凝固第メ因子

インヒビター製剤 に燥人血液凝口第X因 子複合体(輸入製剤)

舌性化プロトロンピン複合体

吃操人血液凝固因子抗体迂回活性複合体

菫伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子  .

=卜血漿由来乾燥血液凝固策X Ill因子 =トロ漿由来乾燥血液凝園第XII園子

ロヽンピン(人由来) ロ`ンピン(人由来)

人免疫グロプリシ 人免疫ク
・
ロフ
・
リン

屹燥イオン交換樹脂処理人免疲ク
・
ロフ
・
リン

乾燥スリ琳化人免疲ク
・
|ブ
・
リン

,H4処理酸性人免疫グロフ
・
リン

乾燥pH4処理人免疫グロフ
・
リン

に燥だフ
・
シン処理人免疲り

'"・
リン

ト
・
り17レングリコーlb処理人免疫グ07・リン

屹燥ホ
゜
リエチレンク

・
リコ■ル処理人免疲グo7・リン

鷹HBs人免疫グロプリン 覧HBs人免疫ク
・
ロフ
・
リン

屹燥抗H8s人免疲グロプリン

ト
・
リエテレンク

・
リコール処理抗H86人免疫グ●7・リン

吃燥ホ
・
リエテレンク:リコール処理抗HBs人免疲グロフ

・
リン

海燿抗D(Rho)人免疫グロプリン 吃燥抗D(Rh。)人免疫ク
・
ロフ
・
リン

売破傷風人免疲グロプリン 売破傷風人免疫ク
・
ロフ
・
リン

吃燥抗破傷風人免疫グロ7・リン

｀
・
リエテレンク

・
リコール処理抗破傷風人免疫ク

・
ロフ
・
リン

吃爆ホ
・
リエテレンク

・
リコ=ル処理FA破傷凰人免疫グ07・リン

吃燥濃縮人アンチトロンピンII 屹燥濃縮人アンチトルヒ
・
ンШ

膨燥濃縮人活性化プロティン0 屹燥濃縮人活性化ラ
・
ロディンC

人ハプトグ●ビジ ヘハプトク
・
ロピン

海燥濃縮人Cトインアクテヘ
・̀ター 吃燥濃縮人01-イガクチヘ'―ター

(参 考)
血漿分画製剤の分類内訳表

(注
蹴

剤の
=定

供給等の確保に関
す

る法律施
「

規則に掲|ザる需ra計画の対魚となる血液製剤をその適応に

8

平成22年 度に配分される原料血漿の標準価格の考え方

く基本的考え方>.                :

|:ii[:「:][]:[              言[li[[曹:』l!驚
?置晉督縦督詈昔存殺澤者昇島霞黒:鷹讐窪辣

に共通す,〒暉や彎の献血煮
主として、赤血球製剤及び典小板製剤を製造す

但し、赤血球製剤の白血球除
もの。 1

凝固因子製剤用                         '
(1)原 料血漿の配分量

配分量は、確堡目標量と同量の 96万 り'ト ル (A)と する。

(2)価 格の算定方法

‐ 警 ず 馨 ド 軍
魅

葬
嬌 1 1 1墨

墨 霊 型
黎 1型

彊 墓 聾
墨

墨 年 尋
蜜 室 1二

: 2 4望
五

二 貫 ・

(3)算 定の根拠 :
日本赤十字社が提出したデータを使用することとし、材料費等 (材料費、人44

費、経費、輸送保管費等)の
度及び20年 度の平均を

(4)採 血方法別の原料血漿の配分量

:iき暑彗夢曇彗彗最曇曇獣]1ヨii[首i占ヤ彗書待罰1舎号繁畢11慕桑建

計算式 : B二 Σ (CnxDh)/AXl.05      :

(nは 採血方法 を示す6)

その他の分画用         ´

ら毅鶉 群翠
辞
濡譲席響断爛翻翻憮鯉講鋤

3 中 間原料   :}=                      ■    ′
前年度標準価格に凝固菌子製剤用原料ユ漿の価格改定率を乗し新価格とする。(10

円未満切り上げ)  ,

′

るために行われることから、



4′
141“

001:喜
澪

■■■■■――――――――ＩＩＩＩ．―トーーーーー

――――１１■ｌｌローーーーーーーーー■■■■■

一¨

一。Юヽ蠍繹や＝理０卜＝里仙撃譴畿・製彗
く喘ヨ黛壼¨゙いｅ薫釈卜欄麗。理事脚胸

駆細雌敏盤・凶豪

・］囀｝］］融絲『”『動中̈神一螂軒”『碑蹴翠

摂．里「「副世メ̈珂藤鵡椰」藤帖嘲脚』成鵬い」暉錦岬瑯鰤』”̈い］蝉螂絲い「

・　　　　　　　　鋼邊く

二佃雌一「・Ｉ環К簿浄軟」工製鼈唖饗岬秘劃〕鋼嘩駄報憮鋼』μ計証椰脚謝訴騨『儡一

（眠雇騨小図□興Ｙ暖財や卜轟輝

l
l
R

騨日緊

（冊Ｆ漁集喘蜘馴」雌釉報『螂

′駆嘔熙′ま一日難）
器畑

（駆皿諄辰部）駆伽駄奮卜・螺贅ｅ緊目薫」

キけに鮮』曰猾
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鍮轟警難灘た̈肝ｖ

Ｉ等醜」】酢
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（輩ド漁Ｉ淵嘔郡′翻翠輩ま・ミ。ヽこ

縮―

（ＯＯヽしＤ〓関「０〇一）口「加Ⅶ

享κｌい′鮮暑
転馴

褒）鋸筆製Ｄ期６章

里く博ｅ颯饉贅日皿

鋼駅応樹需

・鍵率騨騨



3.凝固因子製剤用以外の原料血漿標準価格

積算内訳

その他の分画製剤用
現行価格

11,900 円/リットル  X
凝固因子製剤用血漿の価格変動割合
1 2 , 3 8 0円
13,040  円

凝固囚子製利用血崇の価格変動割合
X 12,380 円

13,040  円

凝固因子製剤用血漿の価格変動割合
12,380円
13,040 円

/

凝固因子製剤用血漿の価格変動割合
1 2 , 3 8 0  円

13,040  円

= +肛

Ⅳ
- 1

Ⅳ- 4

現行価格
50,100 F1/kg

現行価格
15,090 P9/kg

現行価格
15,790 H/kg

=  11,298 円/リットル → 11,300 円

=  47.640 47,640 円

= 14326 P5/kg -   14,330 円

→   15,000 円

R/kg

=  14,991 R/kg

日本赤十字社は、平成22年 度の献血の推進に関する計画における目標量に則り、全血採血で約139万 リット
ル、成分採血で約63万 リットル、合計で約202万 リットルの血液確保計画を作成し、当該年度に必要な96万
リットルの原料血漿を確保することとしております。

日本赤十字社血液事業本部

献血の推進に関する計画 (案)

日本赤十宇社事業計画 (案)における血液量   ｀



平成22年 度需要見込関連表
E

種 類 換算規格

H21年度

供給見込

121年度末

饉庫見込

122年 度 製 造

輸入見込量

122年度

鶏給可能量
122年度需要
見込量

H22年 度末

在庫見込量

在厚重(ケ

月分)

アルブミン

25%50ml lllE 31111_200 881,90o 3.045.700 3_927^600 3.076.100 851.500
%際 人 ノインリノ7ン

iビl llE 3,700 l.700 5.600 3_700
II織接看剤

Cr 10.822.800 3007.300 11,330.500 14337R00 :0.526.600 3.811.200 43

皿准腱回弟Ⅷ因ft遺 体f泄 深え型
含む)       : 1000単位 1瓶 360,300 155.300 418,200 573.500 390,600 182900
再燥澪編人n液 凝固第Ⅸ因子(視含
体含) fnrn量 待 J‖ 41_300 21:10Cl 811800 :02900 6,300 40,600 ■8

`ン にに夕=製 剤

延 人 数 16,400 5,900 4.100 10,000 8.000 2000 3.0

l llE 1111800 31,700 129.000 160,700 126.300 34_400
トロンピン (人 田 釆 )

10000単 位 1瓶 191000 29.000 481000 18,800
へ兄 程 ツ ロノリン

25●1lE 1.572.800 479,700 1,724.100 2.203.800 1.646.100 557.700

1000単位 1瓶 !9_000 10,400 19.400 29,800 !7.4∞ 12_400
海燥 抗 D(RhO)人 免 疫 グ ロフリン

llDO倍 1瓶 5_500 10.200 15_700 9.500 6200
几蚊 議 凰 人 兄 残 7ロ ノ リン

250単位 1瓶 ,71.000 50.700 65,200 115.900 83.400 32.500
配燥 覆 覇 人 アンテ トロンヒン興

500単位 1瓶 428,000 110.400 4551800 566.200 429.200 137.000
記燥濃縮人活性化プロテインC

,■m量 待 1編 200 500 0 500 300 200
人ハフトグロビン

2000単位 1瓶 38.000 40_100 54.900 40.000 14_90fl

悔燥濃縮人Cトインアクチヘ
‐―ター

!瓶 1 . 1 0 0 3000 4100 2.100 2000

血漿分画製剤―
の自給率の推移

(暦年二供給量ベース)
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０
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… 免疫グ嵐プリン製剤

‐ 血巌 帥 因子鰤  (遺伝子組

換え製剤を含む)

0ア ルブミン製剤(遺伝子組換え製剤

を含まない)

~血 液凝固第轟因子製剤(遺伝子組

H43月

日赤の献血由来弟籠因子

製剤の製造・供給開始

S0116月

アルブミシ製剤等の

適正使用基準



主な血漿分画製剤の自給率の推移(年度腱供給量べニス) 、

100%

自給率10鋭のもの

乾爆人,イプリ′ケ
・
ン、血液凝固第■因子〈血液由来に限る)、乾燥濃縮人血液凝菌第Ⅸ因子(複合体含む、血液由来に限る)、トロンヒ

・
ン、乾燥濃縮人活性化,・07インC、人ハプトグロビン自給率0%の もの

インヒヒ
・
ター製剤、乾燥濃縮血液凝固第XI因 子、乾燥抗0(Rho)人免痰ク

・
ロフ

・
り'、抗破傷風人免疫グ"・リン、乾爆濃縮人cI―ィァクテヾ ―タ

原料血漿確保実績(平成19年 4月 ～平成21年 12月 )

100Ю00

90,000

80,000

70,000

60,000

80%

60%

40%

20%

0%

イ   i ―

― ― ―

T ―

T ―
T T T ~ T T ~ T T T T ~ ~ ~ ~ T ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ T ~

ヽ

ー

113年攘 114年農 1 1 5年麟 116年農 117年層 113年濃 119年攘 1,OJヒ饉
1年農

(見込) 嘲．ｍ‐ 乾燥濃縮人アンチトロンヒしII 67.096 74.5% 84.5% 88.0% 949% 96.3% 97.4% 98:1% 100Ю% 1∞`眺―E「A免 疫ク
・
ロフ

・
リン 82.1% 83.8% 86.9% 87.5% 88.6% 91=2% 95.9% 95.0% 93.3% 93.1%

十 組織接着剤 39.2% 41.1% 41.596 40.7% 45.3% 49.6% 48.3% 47.9% 46.0% 426%
"血 液凝固第Ⅷ因子(遺伝子組換え製剤を

含む)
56.7% 50.2% 44.1% 39:9% 39.3% 35.6% 30.5% 29.6% 27.2% 24.0%

‐ アルプミン(遺伝子組換え製剤を含まない) 33.6% 38.1% 47.5% 50.296 53.7% 56.8% 62.8% 6Q5% 61.2% 60.7%
o-ffiHBs,\ftEr'trl'U,

2.8% 3.4% 3.2% 2.7% 2:6% 2.2% 2.8% 2.4% 2.6% 2.8%

:

守霊 考Ftl太_■比イ争F 90,761
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唸/7塁 洪 ′
78,900 

84'310
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原料血漿価格(日米)の推移
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為替レートは平成18年度までは lMF WOHd Econmlc O崚 lookの 指標を、平成19年度以降は平均為替レートを使用。

アルブミン製剤の供給量(遺伝子組換え型含む)と自給率
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血液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量(遺伝子組換え型含む)
と国内血漿由来製剤の割合
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需給計画の状況(平成20年度ん平成22年度)

(平成20年 度需給計画)

製剤名 換算規格
製 造

廊
聖 通 '

廊

アフレブミン ※ :5%50m,1瓶 3281601 1989101 2.085900 614 2931.251 605

フィプリノゲン 240 2.40( 3.300 3441 1000

咀織機着剤 "イ 518500( 10,7フ240( 5.205000 483 11.370.251 5.351.6フ〈 lQ018,691 5,088501

320.10( 105400 330291 2961

1000単位 1瓶 38.401 3830( 10001 32.74( 41.481 10∝0(

インヒビター製剤 ※ 工人数 2145 1791

,3020( 0 108,31
・ロンピン 00∞単位 1瓶 20,90( 20.90( 25,80( 25800 24フ| 10Q01

に免疲グロプリン 15E IIE 1.62060( 13フ251( 133886( 9591

完Hじ3人免疫グ●プリン 0 0 0単位 1瓶 323111 500 12.50

吃燥抗o(Rho)人 免疫グロプリン 0 0 0倍1瓶 1030( 920( 0 942( 00

破傷風人免疫グロプリン フ8,70(

吃燥濃縮人アンチトロンピンロ ЮO単位 1瓶 466.40( 428.20( 422000 98.61 43●フ2 430.72( 417.211 409.33'

慢濃縮人活性化プロテインC も00単位llE 531 1000

|∞0単位 1瓶 47.001 47.00( 42.00( 42,000

誌燎濃縮人0「インアクチヘータ‐ 瓶 5∝ 731

(平成20年 度原料血漿確保目標量 :100万 L)確 保実績:1023方 L

(平成21年 度原料血漿確保目標量:100万 L〉確保実績:53万 L(4月 ～9月 )

(平咸22年度原料血漿確保目標量:96万L)

(平成21年度需給計画)

製剤名 換算規格

赫

アルブミン ※ も“50ml l瓶 2.923.80 lフ84.901 3078.5α 5911 2.372.199 1.34フ31,

吃爆人フィプリノゲン r'瓶 36● 370( 3.061 366:

ほ織接着剤 1 沼 4.923.00 4.876.00 341838t

381001 94301 358.001 265: 299.962 55,60( 203.62( 2481

人血液凝固第区因子 43.601 42.401 3760〔 37601

インヒビター製剤 ※ 二人数 16.40 9.542 12,46`

瓶 03001 108025 9560(

ロ`ンピン 餞 1瓶 23.101 1000 27.035

人免疫グロプリン 15=1瓶 1339,0 1546.60( 145600 968630 913.77: 1.12Q45( 1,065,71

HB`人 免疵グロプリン 0∞単位 1瓶 2820 13.240

吃爆抗D(Rho)人 免疫グ●プリン ∞0倍 1瓶 9.801 9.50C Oα

5o単 位 lllE

屹燥濃縮人アンチトロンピンlll |∞単位 1瓶 416.301 410001 44●∞| 440.001 1000: 279,892 279.891 325,091 10001

4 0 10001 10001

人ハフトグロビン 37.40 3フ.401 38.00 10001 36.174

瓶 フCК 1285 00

(平成22年 度需給計画)

製剤名 換算規格
製 重

アルブミン ※ 5%50m:1瓶 304570 1801201 30761∝ 1866001 6,71

屹投入フィプリノゲン “1瓶 3.901 3.901

l■織接着剤 ,扇 492300 10526160( 448500 4261

i液 凝固第Ⅷ因子 ※ (15'Ol 390.601 93801

陽操濃縮人血液凝固第X因 子 ※ 000単位 1瓶 52701 6230(

インヒビタ‐製剤 ※ 二人数

=卜血豪自栞乾爆血液凝固第X Ill因子 瓶 129.Oll

20.00 18801 1■80

人免疫グロフリン 5g l瓶 1,724.10 159640 164610( 1531801

売H88人免疫グ●プリン 10,401 501 17.40(

にD(Rho)人免疫グロプリン ∞0倍 1瓶 lQ20 9501

!傷風人免疲グロプリン 1瓶 65.201

に爆濃縮人アンチトロンピンlll 00単位 1瓶 45,OⅨ 4558α 429201

500H位 1搬 301 3 0 1000

入ハフトグロビン 4Ql● 4Q00( 400 1000

瓶 2101



血漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会(仮称)運 営要綱(案)

1 目的       j

血漿分画製剤の製造1供給体制のあり方については、これまでにもさまざまな議論が

行われてきたが、ユ漿分画製剤が国民の献血により得られた血液を原料とするもので
 ヽ ::あ ること踏まえ、国内自給及び供給体制等に係る諸問題について改めて検討を行い、

将来|三わたり安定供給が苛能な体制あ構築を図る。           1

2主 な論点

(1)次に掲げるような血漿分画製剤をとりまく諸問題の検討
・アルブミシ製剤等の国内自給率低下
・血漿分画製剤の■スト構造等
・患者及びその家族に対する情報提供の推進               _

1   ・ 使用者の利便性の向上
,遺 伝子組換み技術等の新たな技術への対応
:生 産及び供給に係る効率性の確保 :                 ,

卍 (2)将来年々キリ審定供給が可能な体給体制の検討    :         ‐

‐ 13委 員構成  |  1                 1        1
i (1)検 討会●委具は、優学、法律学及び経済学等の有識者の他1医療関係者t患者団

:   1体 、報道甲係者及び献血堆進開係者等により構成する:i
(2)検討会は、=選 により、委員のうち1名を座長として選出する.

ら  4検 1討会の運営              ´

(1)検討会fま、厚生労働省医薬食品局長が招集する。       「

(2)検討会は1必曇::応し、参考人として血漿分画製剤の製造販売業者t採血事業者等の参加
を求めることができる。r(0'検

討会は、知“財産:個人倍報事に係る事項を除き、原則公開するとともに議事録を作成し、
公表する6

1  5期 FF3     '            ,

:  検 討会は、平成22年 度第常四半期から開催し、1年後を目途に報告書をとりまとめる。

6検 討会の庶務        :

.検 討会の庶務は医薬食品局血液対策課が行う。        1


